
Title 核不拡散体制の新たな展開とその意義

Author(s) 黒沢, 満

Citation 阪大法学. 2006, 56(3), p. 1-45

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/54801

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



二h
R刊

二企ヰ
「JL核

不
拡
散
体
制
の
新
た
な
展
開
と
そ
の
意
義当三

は
d

止
に戸

入
一
川

2
L
N
P
i
再
枚
剖
ム
r
Aて
の
議
前

核
不
拡
散
条
約
の
さ
湿
性
の
問
題

フ

f
J
7
、
一
フ
士
ル

／

マ

円
一
寸
ヘ
タ
J

'l 

v
A
h

…uh了
力
協
力

校校
不 r.i:；不
装ラ軒装
仁氏 以

判、／好条
町；l 約
かの

張五
：ヒポl
r 性
る しフ
tiヰ問
:Ci ，：阜

つ
I™ 

I
A
】

AFι
ド
措
置
小
強
化
。
訪
字
化

ノ

輪
山
山
管
岬
川

（

N
S
G
P
 

原

f
力
供
給
凶
グ

M
l
ブ

., 
υ 

鉱
山
前
向
「
情
古
（
T
3
7
－

国明苧

i前

:1:,)()(11'?: 155 '} I）↑63ヌυOE.9 J 



"' 
-" 
訓 J

［
川
」
「
主
似
川
J、
立
一
品
十
九
内
r
〉

民
約
a

丙
川
町
山
山
常
勤
へ
の
制
限

ハ
U
U
、
グ
ロ
？
パ
ル
パ
y

ト
斗
？
二
寸

U

川
口
セ
よ

z
リ一
7
f

核
武
拡
散
と
校
中
崎
（
N
P
T
約
六
条
J

包
折
的
夜
山
夫
幹
柄
小
？
↑
条
約
「
「
｛
日
1
、

2

仁
川
〈
沼
市
岐
分
裂
仕
句
所
由
一
件
十
戸
リ
禁
4
4
1
約
一
F
H
A
（

i
p

a
校
丘
中
日
FJ怖
い
拭

六
制
に
た
庁
一
／
十
小
封
散
H
V
Z
E
U
喜
正
義

l

本
阿
の
ノ
一
一

γ

寸
ィ
プ

っ
紅
ー
な
筏
不
拡
散
措
置
〉
知
山
川
刊
日
七
お
山
弐

む
コ
ゾ
ヘ
」

I （！ 

五

、山

JJ
ち
と

j
t
j
J
J
h
 

核
兵
訟
の
拡
散
を
紡
止
し
ょ
っ
と
い
う
凶
在
J

的
な
前
方
々
は
、
核
上
中
拡
限
条
約
（

N
r
r）
J

ヂ
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
規
範
を
也
ソ
つ
絞
不

拡
散
体
制
iy
一、
J
L
形
成
さ
れ
て
き
た
c

そ
の
J

域
1141ぽ
十
1
X
P
I
は、

一
九
ハ
一
八
年
に
者
名
さ
れ

A
I七
一
リ
ヰ
ピ
発
効
v

て
以
宍
、
け
乞

の
締
約
四
J

r

増
却
し
そ
の
苦
遍
何
k
増
し
亡
、
古
一
L
J

九
日
＼
ま
だ
条
約
に

Yι入、
ζ
ふ
い
若
t
の
凶
J
永
？
っ
存
在
す
る
v

ま
た
条
約
の
締
約
回
し
y

最
近
三
は
、

な
り
な
が
い
っ
生
、
条
約
義
務
に
♂
反
す
る
け
山
家
、
さ
ら
に
条
約
か
ら
抗
退
を
百
円
す
る
国
軍
が
牛
じ
に
い
る
。

N
P
i
y
い
う
条
約
件
制
て
は

子
口
リ
ス
ト
な
乙
非
自
家
’
仁
川
吋
体
に
汁

T
Q校
拡
川
町
14υ
危
恨
さ
れ
る

4
7
に
化
り
、

ヘ
万
刻
忠
亡
言
、
h
G
U
と

心
一
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
改
ヤ
規
範
が
れ
成
3
札
、
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
コ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
従
来

；：、：OGc 9' -,Qx l-' -- l、：:i;o: ＇日ノ、｛ヱ、 r- --



心
条
約
支
渉
と
い

は
尽
く
、
米
凶
を
牛
心
と
し
て
閑
佐
川
］
家
の
合
意
れ
ど
J
A
一
院
に
五
施
さ
れ
て
い
ゐ
U

（
リ
ハ
〉
育
ギ
ド
開
催
さ
れ
た
第
七
問
1
p
I
山
内
検
討
会
議
で
は
、

N
P
T
の休明
4
的
な
じ
際
お
よ
び
茶
4
的
な
権
利
・
義
務
い
つ
い

て
山
況
い
汁
に
つ
話
E
7
1
会
一
設
は
；
分
な
審
議
時
闘
も
な
く
、

い
か
な
る
ム
円
意
に
達
寸
ゐ
こ
と
も
で
き
な
か
っ
J
1
h

れ
に
よ
り
か
バ
不

拡同品川

Hmの
弱
μ
刊
に
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、

ゅ…

x
M政
H
W
制
の
雑
芥
お
よ
び

mmK心
七
め
の
諮
拡

E
が
検
出
さ
れ
て
い
る
ロ

こ
れ
ら
J
V
一
斉
宗
と

L
て
、
本
稿
で
は
、
羽
在
布
、
大
松
山
明
外
制
は
と
え
江
コ
て
い
る
の
か
、
寝
史
的
伝
滋
白
山
の
干
で
段
近
の
新
た
な
筏

却
を
ど
の
さ
つ
に
一
説
慌
ず
で
j

三
ょ
の
る
の
か
、
ま
た
将
来
に
川
け
て
絞
不
拡
散
体
制
を
維
持
し
、
強
化
一
q
’
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
議

が
必
安
ほ
の
か
な
ど
を
検
討
す
る
。

晴

阜

市

〔

。04年
N
P
T
再
検
討
会
議
心
審
議
を
概
観
し
、
そ
の
店
味
を
考
え
る
n

次
に
、

N
P
ー
の
斗
rh活
性
心
問
題
な
取
り

A

汁
一
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ノ
ノ
ド
お
よ
び
パ
キ
ス
タ
ン
幻
状
討
を
ぬ
討
し
、
そ
の
関
連
で
本
巾
原
，
ナ
心
開
肋
h
A
ι
2円
い
を
批
判
J

七
に
分
析
す
る
し

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

第
一
べ

N
P
I
の
実
効
性
叫
心
中
間
慌
を
以
り
一
げ
、
北
軒
町
し
し
J

一
プ
ン
の
年

l
ス
を
投
討
L
U
J

る〈

ι早川一

ι、
x
pー
と
し
い
工
つ
条
事
体
制

山
い
の
引
一
き
で
は
な
い
が
、
核
不
犯
散
什
仲
制
を
強
化
「
る
た
め
に
と
ら
れ
て
者
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
と
枯

E
、
す
な
わ
ち
I
A
E
Aり
沼

知

慌
の
強
化
効
半
化
、
輸
げ
管
店
内
、
拡
散
防
止
比
四
苦
一
、
ド
弓

l
、
、
制
連
安
保
川
崎
決
議
一

斗
阿
川
J

市
汁
川
処
理
活
動
へ
の
制
限

G
F
グ
リ

l
パ
ル
・
パ

i
ト
ブ
i
L
ッ
プ
、
村
松
J

一
キ
ュ
リ
チ
ィ
の
山
川
践
を
取
り
上
げ
、
ふ
一
れ
ぞ
れ
の
山
川
芥
と
泊
、
義
士
山
町
、
？
？
に
す
る
d

」
宿
泊
斗
に
、
ー
収
不
必
散
J

核
軍
縮
と
の
関
連
に
ふ
お
い
て
、
川
山
抗
的
一
核
実
験
禁

ι条
約
（
仁

Y
B
T
）
ぉ
f

J
兵
器
用
核
分
裂
性
物
パ
と
ん
J
r

世
小
7

ト
条
約

一F
M
C
I
）
を
攻
り
し
し
げ
、
さ
ら
に
夜
兵
山
む
の
削
減
に
閉
し
て
、
そ
の
巡
民
状
J

げ
を
検
討
す
る
v

長
憶
に
、
日
夜
不
拡
散
体

14
コ
年
L
J
－
な
い
コ
二
、

得
比
刀

2
4
m
z
J
J
F
rイ

1
3
7
U一！

（じじ

C
年
以
降
取
人
つ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

lt慌
が

こ
の
体
制
に
ど
の
よ
ミ
な

E
，恋
J
V
一
生
つ

主
Z
J
吟

｝

バ
マ
！

v

の
か
を
険
引
1
る

:1:,)(}(lt'?i日 ＇｝ 3）↑63三υOE.9 J 



"' 

一一

0
0
t
l年
U
N
P
T
同
検
討
会
一
－
一
日
刊
で
の
議
論

-" 
訓 J

ズ
U
O一五年
1
4
月
九
問
、
週
間
か
げ
F
L
二

L

ヨ
ー
ク
の
同
述
A
お
で
開
催
さ
れ
z
y
J
X
P
T
再
衿
討
会
議
は
決
芝
、
J

、
元
町
民
的
川
容
を

今
什
む
合
意
丈
主
の
採
択
に
矢
敗
ー
ν

打、

ひ
っ
凶
〈
け
の
円
備
委
ド
バ
ム
字
、
は
、
議
誌
に
ん
じ
志
で
き
ず
、

ま
た
め
助
機
関
の
た

E
H円
台
意
て

き
な
か
っ
た
た
め
、
会
議
は
議
晴
仙
の
1

目
立
で
紛
糾
1

）た

に
つ
い
て
は
、

「
条
約
の
迩
巳
の
拾
い
引

i

t

－

－

h

〉

、

と

L
古
川

1
I
f
r
i刀
ふ
け
叱
り

問
の
一
／
J
C
fノ
ヰ
心
会
議
で
は
、
そ
こ
に
一

九
九
h
可
心
N
n
r
T
再
検
討
・
奴
長
会
訟
で
ぶ
r仇
さ
れ
た
訪
決
定
お
よ
び
抗
議
な
考
慮

に
入
札
て
」
条
約
の
運
用
の
検
討
中
一
行
う
」
ほ
っ
て
J

P

～
。
そ

J
E多
ノ
＼
力
一
月
は
、
そ
れ
に
な
ら
っ
て
、
今
川
一
心
A

目
立
一
耐
の
む
一
品
越
は
、
さ

、，ャ｝

。
（
｛
ノ
心
年
の
ふ
れ
す
川
内
合
考
産
し
て
L

と
い
円
十
人
弓
ひ
追
加
さ
れ
る
こ
子
h
y
ι
4
J
U
－
し
て
い
三
口
し
古
し
米
7

川
は
、
追
よ
り
再
検
討

九百一一日ヘの

打
法
乞
八
子
四
的
に
拒
本
Y

す
る
と
い
ち

、
議
段
、
引
ム
三
思
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
丸
山
7

号

談
窓

時
前
日
ゼ
取
ら
れ
た
結
県
、
行
ヤ
説
委
員
会
お
よ
び
情
助
機
慌
て
の
夫
質
的
以
審
議
は
玉
川
肢
の
み
で
お
り
、
と
の
1

要
委
員
欠
も
ム
コ
注
文
者
を
作
成
で
か
一
足
い
こ
と
が
明
ら
刊
に
h
h
h
n
、ん
H

サ
院
の
手
続
き
た
け
を
一
記
絞
し
た
川
村
柊
文
吉
を
採
択
し
て
会
議
は

終
了
L
q
v
実
質
問
践
に
つ
い
と
は
ま
っ
一

「
／、

一c 

年
内
心
会
議
が
失
敗
し
ー
ド
一
最
i
人
口
一
周
一
位
は
、

条
約
の
再
検
討
を
／
？
っ
対
象
は
判
か
に
関
し
て
す
品
目
凡
が
大
き
く
い
川
l
i
y
｛
三
」
一
、
と
て
の
る
ハ

、
人
国
は
、
条
約
の
諸
荒
川
に
の
み
を
対
象
と
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

一1
0
0年
一
円
被
討
会
誌
の
九
日
早
ぇ
詐
は
政
治
的

丸
九
十
打
什
お
よ
び

り
、
同
夜
安
全
保
障
環
境
心
安
ん
】
い
よ
わ
、

はと
u

味
が
ん
d

く
1
6

「
て
い
る
こ
中
張
、
「
号
、
ま
た
米
凶
は
、
日
夜
辛
縞
の
義

f

け
は
け
履
行
さ
れ
て
い
る
の
で
ニ
こ
で
議
議
す
る
必
変
は
な
く
、

イ
ラ
〆
や
化
抑
制
刀
定
反
問
視
仕
と
袴
一
T

川
村
払
伐
を
集
ア
的
に
td
削
指

一
コ
ノ
川
き
三
あ
る

yiu張
し
た
ロ

他
方
、
米
苫
以
外
の
す
べ
て
の
只
、
引
に
非
同
盟
諸
当
は
以
別
の
再
検
討
会
誠
心
八
日
広
は
政
治
的
仕
も
り
で
あ
っ
て
も
、
条
約
爺
六

ilU、法川 j、：.:iIi ：出、：ouc9: 



丸
木
の
解
釈
と
し
一
、
宝
山
L
G
b
C
J
tよ
的
灯
、
当
然
十
て
も
効
力
を
有
し
て
お
り
、

川
河
検
討
の
対
象
と
fj
べ
＃
で
あ
る
〉
τ
一
主
張
レ
弓
v

牛
車

の
詐
同
盟
J
州
国
は
、

桜
木
縮
J

ど
中
心
に
議
論
す
べ
き
で
一
山
り
、

ふ
れ
が
な
円
れ
や
は
山
喧

イ
ス
ラ
一
ι
ル
の
パ
伐
百
八
芯
ば
札
γ

一
～
の
持
政
で
あ
り
、

反
な
？
／
の
問
題
ば
議
論
で
き
な
い
と
し
う
げ
一
助
で
あ
っ
た
戸

そ
の
出

Z
Mに
は
、

。
。
＼
｛
刊
以
降
の
凶
郎
防
ι

安
八
十
保
障
坂
坊
の
十
＼
き
主
変
化
が
あ
る
ロ

北
朝
鮮
の
条
約
脱
退
l

戸
川

て〉

［主

i 
プ

／

の

ふ

my一以
札
！
日
己
、

改
ァ
ロ
の
脅
威
な
こ
に
よ
り
、
L

山
王
〕
寸
か
同
川
清
川
川
か
ら
よ
杯
、
人
拡
v戒
に
関
連
す
る
問
還
に
移
行
司
〆
げ
に

惜
の
間
市
場
の
ず
作
、

い
る
こ
と
で
為
匂
U

第
二
は
、
不
可
4

↑
ど
の
ブ
ァ
シ
コ
政
r恰－
U
誕
1
お
よ
ひ
ル
・

日
除
多
発
ァ
ロ
に
よ
り
、
米
川
直
一
の
安
ん
以
降
政
議

が
軍
事
力
ん
で
重
制
し
、

先
制
攻
撃
も
併
さ
日
ド
グ
ロ
γι

変
化
ー
に
い
一
と
C
占めるハ

ま
た
い
小
f
h
H
t
T
和
利
用
に
関
L
て
も
、

時点
T
途
上
回
は
般
に
粂
約
糸
川
品
末
日
、

原
了
力
平
和
利
川
に
民
ず
る
「
へ
て
の
締
約
出
の

れ
与
い
杭
y

よ
斗
惟
利
一
を
規
た
し
て
い
る
こ
と
を
校
拠
に
、
制
視
の
な
い
引
川
を
、
一
張
し
た
の
に
対
I
、

一
部
心
先
進
一
当
は

ウ
ラ
ン
池
尻
縦

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

円
J

よ
び
巧
処
進
に
よ
る
プ
ル
1

円
二
ウ
ム
泊
…
出
は
核
仁
川
ハ
訴
の
材
料
と
ん
3
G枝
分
裂
汁
物
質
hv
止
＃
ず
る
正
で
、
号
、
れ
ら
の
活
引
を
制
限
す

べ
き
で
め
る
と
張
し
ょ

市u
f主
的
Jて
常
~ 

cコ
,j!、

受
tt 
な!-
!J; 

議
irRJ 

さh 
Iこ

:1:,!lhT?i :;s ::c cJ↑6：三υoc9 

日
本
を
ん
円
ひ
多
く
の
判
は
、

N
P
Tヘ
＋
弘
乞
山
刊
枚
討
す
べ
き
で
、
川
収
不
紋
段
、
核
軍
帽
、
原
F

十
九
心
ド
和
利
市
の
本
打
け
を
す
べ
て
む
ず

象
ー
す
べ
た
で
あ
る
と
十
丁
張
、
し
℃
い
た
d

終
不
抵
散
と
核
軍
制
を
ど
の
工
う
」
取
け
扱
う
べ
き
か
、
ド
羽
利
用
を
制
限
「
べ
き
か
ど
う

かげ
ρ
人
き
な
ヰ
V
ム
ヲ
f

、
ふ
コ
て

J
こ（し

｝

〉

ー

；

j

d

j

i

－

－

一

そ
の
他
の
問
但
し
）
下
）
て
、

中
崎
同
判
的
’
tn全
保
uv、
山
県
問
問
峰
、

一リ
J

朕
返
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、



"' 

片
付
山
不
拡
散
条
約
の
ふ
げ
、
日
血
性
の
問
題

-" 
訓 J

イ
ス
一
P

ノ
一
ル

イ
ス
ラ
エ
ル
は

九
b
C午
代
か
ら
フ
ラ
ノ
ス
の
鴻
々
在
A
い
い
で
幻
，
f
々
の
問
符
？
？
問
佑
L
、
六
（
じ
年
代
ド
ば
ピ
は
塚
、
民
誌
の
製
造
を

珂
始
7Lτ
岐
T

川
村
仏
教
条
約
（
N
P
T

へ
の
一
山
人
に
は
員
し
て
反
対
L
、
事
実
上
刀
筏
只
怒
日
と
LJI1
す
で
に
ゴ
り
の
安
松
戸
以

の
枝
打
（
川
命
な
町
出
右
し
て
い
る
乙
考
え
ら
れ
て
い
る
ハ

f
リ八一プ
J

凡ヨ
J

巧
は
、
核
兵
店
刊
の
保
有
ち
に
｛
日
一
討
す
る
こ
エ
ぽ
く
、
山
件
有
z
ピム
J

山半、

品
作
ん
も
し
な
い

あ
い
ま
、
以
仰
い
」
を
こ
ハ
て
お
り
、

山T
京
に
校
丘
、
認
を
導
入
す
る
伝
初
の
川
口
に
は
な
ら
な
い
t

こ古市

lwし
ブ
｛
、
い
る
。

iJ'. 

＇~i 
O志

台
才1 イ
」〈

し！ラ

るJ 工
' ｝レ
しコ
校
l子

怒

' 
v、
c 
K土

一
ケ
ノ
ン
政
権
以
来
、

黙
認
す
る
政
浪
中
一
／
）
二
に
お
り
、

米
川
直
一
日

二
重
菜
市
」

ま
に
本
庄
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
核
保
打
は
、
数
ハ
ノ
H

で
恒
例
中J
に
優
越
な
ア
ラ
ブ
慨
に
よ
り
ノ
ス
ラ
エ
ル
志
家
口
減
は
予
れ
な
い
た
山
り
の

手
段
一
と
い
沿
っ
理
由
て
日
中
i
化
さ
れ
こ
い
る
ま
七
イ
z
J
フ
工
ル
心
不
信
江
川
叫
段
取
に
よ
れ
は
、
い
か
な
る
市
積
雪
υ
呼
品
開
も
、
心
ね

平
プ
ロ
ゼ
ス
と
リ
ン
ク
す
る
も
の
で
ほ
円
↑
り
れ
ば
な
ら
ず
、
①
通
叫
吊
兵
器
お
よ
び
非
過
【
喧
ハ
出
の
両
分
野
で
軍
事
的
脅
威
を
削
減
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
ム
③
校
一
正
は
I
A
E
A
の
よ
久
な
同
町
出
機
構
て
は
と
く
、

牛
車
各
凶
問
で
の
ム
uml的
な
’
も
の
で
な
け
れ
ば
之
ら

な
い
と
？
？
一
ド
快
さ
れ
て
い

一ん
7

ぺ
れ
ギ
の
V
一P
I
再
検
討
会
議
は
、
条
約
の
延
長
守
弘
、
仇
な
す
る
会
議
ご
あ
り
、

f
ス
ラ
γ
一
ル
の
校
百
九
Y

や
か
黙
認
さ
れ
て
い
る

状
況
に
強
い
沢
市
を
4
一つ

F
H八
ア
フ
ブ
ぷ
凶
は
、
和
期
限
注
長
へ
の
反
対
を
つ
コ
こ
ー
つ
つ

こ
の
間
ー
起
へ
の
汁
ruを
会
誌
に
ボ
め
た

ー
の
結
果
、
公
誌
は
条
約
の
訟
期
限
延
長
の
仇
定
、
ニ
，
す
ん
で
、
1

中
東
に
悶
ず
る
決
議
」

条
約
に
出
入
し
て
い
な
い
ー
一
！
疋

のか
J

へ
て
三
国
に
汁
L
て
で
き
る
限
り
で
急
に
加
人
し
、

F

り
核
焔
設
を
包
抗
的
i
A
五
A
伝
降
指
E
D
N
に
旦
一
く
ふ
う
要
請
す
る
ら

ilU、法川 j、：.:i'ii ：問、＇.OGc 9: 
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？／｝、
h
U

円円、

バ
汁
京
非
核
百
八
叩
布
地
積
お
よ
び
作
京
非
大
医
彼
渡
氏
持
地
＋
加
の
設
邑
に
F

川
げ
て
が
ず
カ
す
る
よ
二
J

投
詰
し
て
い
る
〕

一ん
7

ぺ
れ
ギ
の
決
議
で
は
イ
？
ヘ
フ
ヱ
ル
主
私
折
、
〕
す
る
一
ー
し
は
遊
日
、
h
J

札
止
が
、

り
の
一
一
い
咋
の
え
終
文
書
で
問
、

1
7弔
に
お
い
て

は
、
イ
ス
フ
一
ル
ー
を
除
く
「
べ
て
の
凹
が
締
約
凶
川
γ

と
な
っ
て
い
ゐ
こ
と
に

n日
L
、
イ
ス
ラ
一
一
片
的
M
N
P

ー
へ
の

mrへ
お
セ
ス
υ
ず
べ
て

将
校
施
誌
合
勺
］
括
的
I
A
E
A
保
障
お
E
の
F
に
置
く
こ
）
の
長
女
性
を
再
砕
叩
出
し
て
い
る
。

C
C
五
年
の

N
γ
τ
再
検
討
公
忠
清
で

も
、
ア
以
の
イ
ス
ブ
品
諸
国
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
心
核
兵
岱
寸
前
科
叫
に
十
、
き
z叫
ん
片
山
慢
を
表
明
L
、
非
校
兵
器
知
市
ぷ
萱
へ
の
劫
さ
が
ま
っ
た

く
1HA
ま
一
ば
い
い
ァ
r

ピ
不
満
を
去
山
川
L
て
い
ん
一
円

イ
ス
－
7

エ
ル
の
N
p
f
へ
の
加
入
は
で
取
に
実
羽
し
そ
う
に
な
い
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
署
名
L
て
J

る
じ
！
日
ー
の
批
准
の
綜
進
や
、

日
八
段
用
休
刊
分
裂
性
物
質
心
生
前
1
p
d
り
山
巨
一
ゴ
な
ど
の
れ
伺
台
本
め
る
、
）
／
）
は
’
H
持
表
て
あ
る
。
ま
に
い
」
の
同
誌
の
鮮
民
の
た
け
配
に
は
、

巾
ボ
九
十
九
裕
子
ぬ
ギ
の
滋
反
や
、
信
相
川
隈
成
5
滋
辰
な
ど
長
期
情
な
机
野
山
一
山
で
、
司
能
な
抗
日
同
を
政
治
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
か
長

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

要
で
あ
ろ
う
乙

ク

イ

ノ

... ト、

9
 
5
 ω
 

つ1v 
η
、
J

X
P
T
は
ど
別
的
で
あ
る
と
、
以
て
一
貫
し
て
反
対
、
J

て
き
た

f
ン
ド
は
一
九

t
川

日

yt
心
役
、
校
の
選
択
伎
を
保
持
す
る
1
吋

J
Y
J
口
一
／
・
ォ
ー
フ
ン
政
策
」
を
と
っ
て
き
た
。
マ＼

 

川
M
仇

f
ン
に
の
品
料
開
廷
は
、
第
表
的
に
は
中
岡
へ
の
対
仏
J

ケ
目
指
し
た
も
の
で
め
け
、

札
六
凶
今
（
り
中
凶
の
最
初
心
核
実
級
が
、
？
人

イ
ン
ド
は
旬
、
心
的
不
拡
於
の
み
な
ら
ず
、
＃
一
山
的
不
拡
散

き
な
動
機
と
ん
d

っ
て
い
る

可一
P
I
父
沙
過
料
に
お
い
て
も
、

（
校
兵
器
一
川

の
い
品
川
軍
縮
）
年
色
合

Q
ヘ
き
で
あ
る
と
l
r
m
L

作
1
」内

ヴ
和
的
ω
川、爆発

を
よ
六
仙
川
1

〕
だ
が

一
九
〕
凶
年
の
イ
ン
ド
の
核
実
験
ば

カ
J
ダ
が
U

和
河
内
に
刷
出
｛
や
〆
て
供
給
し
七
研
光
用
問
山
，
了
、
冷
か

J
1
1
た
他
用
ほ
み
燃
料
を
同

げ
の
施
設
や
均
処
注
L
て
伝
ー
ペ
勺
凡
ト
ニ
内
ム
を

mJP～
も
の
で
あ
り
、
半
i

祁
利
用
問
…
刈
力
が
核
拡
散
に
県
用
さ
れ
る
w

」
と
が
川
ら
か
に



"' 
ノム

米
岡
市

τヒ
カ
凶
が
原
了

M
供
給
囚
グ
ル
ー
プ
（

N
S
G
、
と
し
て
輸
出
〆
H
m
y一
ω
に
め
の
方
f
V
7
2
イ
ン
山
ん
U

怠
し
に
つ

一ん
7

ぺ
人
ギ
ヰ
月
に
イ
ン
ド
は
川
下
均
実
験
を
γ

一～施

M
1が
、
こ
れ
は
れ
八
九
ハ
ー
に
河
一
P
T
の
法
…
期
限
延
子
古
川
’
決
定
さ
れ
、

-" 
訓 J

九
一
ハ
午
に
イ
ン
ド
の
反
対
に
も
拘
わ
ら
ず
c
l
u
u
I
が
国
辿
崎
町
会
で
採
択
3
れ
る
こ
い
A

M
田明出店
ι労
の
液
化
、
h
L
L
G

び
バ
ジ
パ
イ
政
体

の
成
リ
ζ

い
う
同
一
情
勢
が
人
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
考
ズ
ら
れ
る
」

ゐへ
U
〈いいじ年
N
P
1
山
検
討
会
誌
の
以
一
一
官
言
目
、
イ
ソ
〆
ド

ιパ
ー
も
え
ク
ン
の
袴
一
尖
般
に
関
1

／
て
、
そ
の
桟
実
験
に
も
拘
わ
い
つ
ず
一
司

反
は
核
兵
器
出
の
泊
伶
い
を
有
L
は
い
こ
述
べ

N
p
r
に
非
核
日
ハ
怒

E
4し
て
加
人
一
oJ
る
こ

r一
仁

T
B
r
b工
宮
名
し
批
准
す
る
こ
し

仔
ハ
芯
用
約
…
分
裂
性
物
質
の
生
件
壬
一
フ
ト
り
ア
ム
を
A
4
L
q
る
よ
う
安
詰
L
て
J

る。

つ
う
一
一
汗

一
口
に
公
表
さ
れ
た
イ
ン
ド
の
核
戦
時
戸
」
は
、
①
い
ん
川
較
で
き
る
最
小
限
抑
J
H
力
z
ぜ
構
築
・
絵
得
す
る
、
必
核
兵
器
り
光

行
小
品
川
内
川
、
必
報
役
校
攻
掌
は
草
ト
人
旨
日
制
ず
け
を

7
え
る
、
ぬ
核
報
復
攻
撃
は
文
「
伐
の
投
げ
約
リ
ー
ダ
ー
シ
：
フ
に
よ
り
許
司
さ
れ
る
、

｛円

W
芥
核
兵
器
出
に
は
核
兵
法
古
使
用
し
な
い
、
伝
情
一
し
止
物
・
化
学
兵
器
に
よ
る
校
学
の
場
台
は
紋
川
叫
ん
慢
の
オ
プ
ノ
ヨ
〆
宏
明
特
汁
ヲ
る
、

。FM
C
I
C
協
議
に
ぷ
J

加
し
、
校
中
ι
併、
Tt
↑
ノ
入
リ
ア
ム

③
枚
－
ハ
回
仰
の
な
い
日
iRJと
い
う

M
樗

r
コ
ミ
ン
、

イ
／
ふ
何
事
実
の
桟
に
ハ
山
和
国
と
し
て
、
す
で
L

の
核
兵
器
を
仰
木
令
し
て
い
る

t
考
え
ら
れ
ず
い
る
ハ

N
P
T
に
は
土
岐
兵

器
国
で
あ
る
が
、

ィ
、
二
ヘ
を
非
核
只
器
国
に
ヨ

i
A
・
パ
ッ
ク
さ
せ
る
こ
と
は
不
可

zbIょ
の
り
、
庁
現
実
的
で
あ
る
の
で
、
ペ
J
J
に
の

現
状
吉
原
認
、
J

つ
つ
、
核
小
拡
制
限
体
制
に
以
り
へ
れ
、
吉
ノ
と
い
う
動
ぎ
が
あ
る
v

以
f
に
分
一
常
即
す
る
の
一
一

u
d一
年
の
υ人
印
託
手
ん
協
以

合
志
は
そ
の
測
で
あ
る
じ

J 

パ
キ
ス
タ
〆

ハ
L

ス
タ
〆
は

九
じ
ハ
リ
ヘ
J
Y事
一
次
印
パ
戦
争
に
お
い
て
京
パ
叫
ス
タ
ン
」
／
失
つ
に
こ
と
を
契
絞
こ
し
て
、

4
1
ζ
η
r
 

U

J

 

j
i
 

iL 
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不
格
的
v
H
h

北
牧
丘
ハ
蒋
悶
内
九
十
ピ
ヤ
つ
こ
と
と
な
ぷ
た

パ
キ
ス
タ
ン
は
「
イ
ス
ラ
rv
の
核
」

と
玉
振
し
て
い
た
が

実
際
に
は
イ
ン
ピ
」
川

抗
「
る
ア
段
と
7

して、
4

十汁
ιυ
法
？
な
、
も
の
な
ん
4

む
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
つ
亡
I
M
ペ
兵
務
製
造
能
力
の
獲
得
を
戸
山
判
7

した

Y
J
P
T
山
川
汁
↑
ゆ
る
パ
キ
ス
タ
ン

弘
、
ご
し
イ
ン
ド
の
態
度
に
影
山
守
手
れ
て
お
わ
、

イ
ン
ド
が
か
一
人
、
J
J
い
限
り
？
山
入
、
｝

ー
工
、
二
、
2
1
：一つ
f

戸川、
ι
つ許》っ

F
L
L
v
d
c
－
J
d
 

九
九
八
年
の
切
実
験
も
f
ン
グ
ド
の
川
崎
字
、
岐
に

t一従一
j

る
も
の
で
あ
れ
、

イ
ン
ド
が
ふ
回
%
施
す
れ
ば
、

パ
ネ
ス
タ
〆
止
も

吋
実
施
？
る
；
、
い
コ
た
ー
も
の
で
あ
っ
七
。
三
の
桜
一
安
肢
の
後
、
円
凶
に
什
刊
L
日
本
、
vL

犬
同
な
ど
に
よ
り
制
裁
日
小
津
さ

一し？一、
J

？
U

｝：
JPI

↓ノ

一
の
同
時
事
交
一
プ
じ
り
発
バ
ー
に
よ
り
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
攻
撃
ピ
際
し
て
川
工
ス
タ
ン
の
磁
力
小
計
り
欠
で

あ一
J

ー
に
、
一
こ
に
よ
り
、

二
C
C
二
寸
一
ヘ
い
刀
に
本
7b
は
制
作
帆
を
解
徐
L
、
円
上
下
J
h
解
除
L
に
。
パ
F

ス
タ
〆
も
、
宇
実
上
日
絞
兵
器
一
明

ζ

）
て
、
数
十
一
廷
の
核
兵
践
を
ω休
心
す
る
と
考

t
ら
れ
て
い
ゐ
。

つ
つ
引
叫
ん
汁
月
に
、
パ
キ
ス
タ
ノ
の
ム
ン
ャ
一
y
y
t人
仙
川
知
は
、
怯
開
発
幻
パ
ザ
へ
と
川
町
ば
れ
る
屯

Q

方
｜
〉
悼
ー
を
八
円
九
］
利
学
者

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

が
、
核
関
連
刊
日
術
の
阿
川
川
流
出
に
河
内
わ
JJ

て
u
f
ハ、一と
i

宮
駅
ん
ら
か
に
し
つ
－
一
｝
、
れ
に
よ
ち

べ
ι
ス
タ
ン
が
非
ん
円
法
以
子
校
に
」
っ
て

校
一
、
山
市
防
止
ー
の
た
め
の
大
ま
さ
ま
ヘ
久
資
機
材
中
校
術
jhpr

取
引
L
た
だ
行
で
は
ん
ア
＼
去
の
よ
う
と
台
、
後
村
や
校
術
が
間
市
場
セ
一
地
じ
て
、

リ
ピ
ア
に
、
ふ
め
る
い
は
非
同
家
行
為
体
に
流
れ
I
い
る
い
と
ぷ
明
ら
か
に
な
コ
zrJ

北
初
悦
川
、

ハ
ヰ
ス
タ
J

政
府

f
ラ
／
、

f
－ブケ、

は
、
開
市
山
切
に
い
叫
す
る
政
昨
い
や
軍
部

ω悶
わ
り
一
昨
r
小
川
記
し
て
い
る
が

管
酬
が
缶
、
わ
め
て
小
l
分
で
あ
汁
介
｝
と
は
山
町
、
？
？
で
あ
る

,1 

山本印一以
L
j
ん
協
力

八
い
れ
に
山
氏
司
戸
町
を
品
川
2
R
L

ぷ
回
と
イ
〆
ト
は

二
C
C
4午
じ
可

民生い同川町小
f
J
h
H
渇
力
を
捻
d
一
ず
る
こ
と

不
尽
の
Y
ソ
ン
ー
大
統
領
は
以
「
の
約
来
を
し
ヮ
亡
。

i] 

イ
ン
ド

r
の
完
全
な
民
生
原
ナ
ハ
パ
協
力
を
古
島
氏
「
る
～
L
M
努ハベ
J
o
J
Q
o

:.l'・!lhi'?i日 ＇｝ 9）↑，.，ヌυOE.9 



"' 
'21 

米
同
一
り
同
内
山
と
政
治
を
そ
れ
に
遮
台
さ
せ
る
ど
の
日
同
会
か
ら
の
合
意
れ
ど
刊
y
Q
C

' j, 

完
全
な
対
牛
涼
子
力
協
必
－
貿
易
4

ノ
〆
一
叫
彪
と
す
る
よ
人
ノ
国
際
レ
ン
プ
ど
調
幣
ー
す
る
「

-" 
訓 J

ふ
れ
に
対
、
J
L
イ
〆
ド
の
ン
、
J

川
相
は
い
払
f
の
約
束
主
け
っ
た
）

1]1 

民
汁
i

いい川
y
〆
買
事
用
の
枝
川
一
試
ζ

計
判
を
小
川
別
1

）
分
離
し
、
民
バ
l
M川
崎
施
訟
に
闘
す
る
－
m
告
を
I
A
E
A
r
M紅
白
ず
る
υ

i2、

民斤
1

い同情
J

珂
…
訟
を
臼
九
ん
的
に
1
A
E
A
保
障
松
軒
の
ア
に
笠
く
い
ア
、
を
決
に
ず
r日
〉

I :JI 

民
中
川
用
品
杭
施
設
に
刻
L
I
A
R
A
退
出
議
’
生
ヲ
ゼ
岩
色
し
、

i4 

約
…
実
燃
の

f
ン
ド
に
払
る
寸
的
ユ
一
ノ

f
リ
ア
ム
中
継
続
叶
u
J
G
U

I!} I 

カ
ソ
ト
オ
ヌ
条
約
桁
結
に
川
け
て
米
Z
乙
協
力

TQn

'"' 

濃
縦
’
再
処
刑
ハ
校
市
川
hv
有
L
K占
し
叫
）
へ
の
移
転
士
3

一
制
L
、
ヲ
ど
の
拡
散
税
引
恨
の
志
際
努
h
M
を
TF
入片付一
7

号

'1' 

包
州
市
む
輸
出
小
川
山
叫
す
芋
仏
お
よ
び
M
T
C
R
と
N
S
心
ガ
J

ド
7
イ
ン
へ
の

段
、
こ
送
作
に
よ
り
、
核
物
阿
民
む
〈
技
術
古
位
一
ハ
持
。
J

るし

C
C
L八
r
十
ゴ
一
月
一
日
に
本
国
と
イ
ノ
に
は
分
離
］
川
町
に
入
（
」
古
し
、

イ
／
口
、
は
二

の
校
施
設
の
沿
っ
九
何
心
校
施
設
を

一
門
、
川
午
i

心
問
一
人
IAFHzuAU以
必
約
置
の
下
に
丙
ぐ
こ
と
に
台
意
し
ょ
J

と
の
枝
川
泊
設
が
深
川
仇
さ
れ
る
よ
か
、
去
に
l
L

の
よ

う
な
段
階
て
が
ぷ
抗
訟
の
下
に
医
か
れ
る
か
は
す
べ
て
イ
ン
ー
、
が
決
定
す
る
こ
L
Y

で
あ
る
こ
と
を
、
イ
シ
Y

一
は
伯
剥
し
て
い
る
v

＼

、

み

コ

ノ

rojいnNρ
ヒ

Y
J
P
T
に
出
入
ご
て
、
γ

と
ν

な
い
イ
ン
ド
山
花
時
一
不
拡
散
体
制
に

。

制
を
強
化
す
る
二
と
い
会
る
と
、
土
張
J
1
る
が
、

国
防
核
不
M
L臥
付

ぷ
国
は
こ
れ
に
よ
り
、

h

」
、
と
！
？

り
イ
れ
に
一
付
す
る
さ
ま
ざ
ま
伝
異
議
が
唱
え
つ
れ
て
い
る
v

米
同
は
ま
ず
、

国
内
い
お
い

て
は
原
子
い
り
庁
、
の
此
花
え
は
イ
ン
ド
に
対
す
る
除
外
を
山
叫
ん
古
か
ら
認
め
ら
れ
る
必
裟
が
あ
る
。

f
〆
ド
は
N
H
l
r
心土
b
え
に
よ
れ
ば
非

塚
、
円
ハ
皆
川
円
で
あ
り
、
本
向
の
非
後
兵
器
国
へ
の
拍
宇
J

力
の
供
給
は
、
げ
の
M
門
1hlv

泣
い
村
内
保
障
抗
日
置
す
受
誌
、
〆
て
い
る
こ
亡
が
条
件
Y

なっ
f

J

る
一
か
ら
で
あ
る
n

本
当
は
ま
た
、

N
n
b
G
D
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
輸
出
。
条
件
ζ

）
て
、
受
領
E
か
い
品
括
的
伝
降
川
口
也
ん
で
受
U
J

Uix !;it' n持活 FJ!: i号、川I9 _J 
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し
と
い
る
こ
と
ー
と
条
件
と
し
て
い
る
勺
め
、

N
n
b
心
心
メ
ン
バ
ー
の
合
意
ー
と
旧
日
る
必
要
が
み
る
｝

イ
ン
ト
は
、
上
淫
の
さ
ま
ざ
ま
な
約
只
」
合
一
し
て
い
る
が
、
ユ
の
多
く
は
ト
う
で
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
一
山
り
、
ハ
利
子
一
な
一
、
と
は
、
崎
山

施
設
を
百
字
以
！
よ
民
社
尽
に
分
段
L
、
比
仕
山
に
I
A
E
A
の
保
防
措
宣
言
V
詰
す
る
と
い
え
こ
と
で
あ
る
し
と
の
施
設
な
対
z

じ！し〈

ず
る
か
は
す
ぺ
て
イ
ン
ド
に
、
ふ
り
以
h

与
さ
れ
る

第
の
間
認
は
、
」
の
〈
」
主
に
も
仏
h
v
米
川
山
は
イ
J

ド
が
宣
ー
事
E
H
一
桜
泊
訟
を
も
っ
こ

ど
L
J
A

主
バ
示
、
μ
J
L
Jへ
い
わ
14
、i
L
J
え
ジ
ご
い

J
2
T
J
P
1
1
F
4
7
？
：
刊
一
、
〈

に
ん
じ
忘
｝
て
く
い
る
の
で
、
イ
ン
ド
合
辛
亥
ト
の
校
只
探
藍
ζ

し
て
承
認
す
る
こ
に
に
な
る
n

本
庄
は
、
イ
J

ド
を
核
兵
川
／
吋
亙
ζ

法
一
認
め

な
、
と
述
べ
↑
L

V

司
令
が
、
五
際
は
で
け
地
比
い
い
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
U

た
と
え
ば
、
は
本
が
N
T
T
を
苫
名
し
、
山
准
す
る
際
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
意
広
が
お
り
、
核
軍
治
が
不
当
に
進
む
か
こ
う
か
、

ー
和
利
川
叫
が
妨
げ
ら
れ
な
い
か
ど
う
古
な
に
が
広
範
に
誌
人
附
さ
れ
た

が
、
こ
れ
ら
の
ぷ
一
ハ
仰
の
大
前
μ
引
と
し
て
、

τド校一長
mFU引
は
現
状
吉
道
認
B
d
J

る
も
の
で
あ
る
の
で
仕
方
か
な
レ
「
し
て
も
、

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

器
「
山
出
が
認
め
ら
れ
る
、
一
と
は
ま
っ

rノ
＼
一
伺
り
得
、
市
司
と
w
与
え
ら
れ
て
レ

そ
の
志
味
で
h

一
の
米
山
ム
H
I帆
は
、

u
j
p
I
の
草
川
幣
そ
の
も

む
を
破
壊
す
る
円
能
性
が
め
る

第
一
一
の
間
短
ば

イ
ン
k

は
N
P
T
に
切
入
し
て
い
な
い
か
ら
そ
の
義
務
に
川
手
つ
必
要
は
日
い
が
、
米
州
刊
は

N
P
T
締
約
刊
と
し

て
、
イ
ン
V

を
非
核
兵
m
帝
国
と
し
て
取
り
以
い
、
条
約
我
孫
立
法
，
J
し
な
け
れ
ば
店
、
つ
な
い
c

本
国
は
N
P
i
第
一
条
り
卜
で
、
品
料
丘
八

お
の
説
法
ま
た
は
一
一
作
一
に
っ
さ
い
し
m’h
d
る
み
λ

伏
兵
器
同
に
対
、
〆
て
旬
、
と
叫
ん
ら
提
助
、

奨
励
え
は
勧
誘
を
行
わ
な
い
こ
と
を
義
務
つ
け
ら

れ
て
い
る
ν

米
同
が
ミ
の
含
志
に
よ
っ
て
、
イ
／
ド
の
日
間
円
ハ
む
開
発
を
7

不
認
す
る
こ
と
が
こ
の
義
務
に
け
足
一
反
ず
る
か
も
知
れ
な
い
h

に

ま
た
イ
ン
ド
の
波
情
～
つ
、
〆
は
f
m
q
L
て
お
h

民
牛
戸
川
一
台
本
尽
か
り
の
供
給
に
川
ず
戸
、
と
に
よ
り

同
μ生

ラ
シ
を
ず
ぺ
て

軍
事
用
に
［
川
づ
」
、
こ
が
品
i

ふ
る
よ
λ

に
な
る
が
、
、
」
れ
は
第
一
条
が
い
禁
止
f
司
令
ぼ
助
に
な
る
乙
与
え
ら
れ
る
わ
」

涯
に
、
絞
不
拡
散
の
f

め
に
イ
ノ
ド
刀
引
き
去
円
る
約
束
は
、

ほ
と
ん
2
現
状
心
追
認
で
あ
り
、

イ
シ
ド
が
新
に
な
走
路
を
h
h
h

う
も

:1:,)(}(lt'?i :55 '} 1:, '"' 1.20〔5.9; 



"' 
心
て
は
な
い
u

こ
の
点
は
、
全
体
と
し
て
、

ヌ
ッ
シ
ェ
政
桜
が
よ
一
悩
と
変
更
h
H
L
N

共
同
自
明
や
L

実
施
で
き
k

る
な
っ
ば
、

Z

れ
は
、

山
村
川
小
川
叫
散
で
の
大
阿
川
分
ン
ン
ポ
リ
ソ
ク
な
友
ぷ
の
代
1

わ
り
に
、

イ
ン
ド
に
多
〈
の
J

む
の
明
文
の
妓
兵
器
同
こ
し
て
の
不
認
お
仇

-" 
訓 J

び
国
即
応
h
吟
f
ん
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
包
い
句
ど
ん
る
こ
と
に
な
ゐ
だ
ろ
う
」
と
分
析
さ
れ
て
い

河
戸
明
に
川
河
浴
さ
れ
て
い
る
の
は
、
従
来
の
イ
ン
ド
の
エ
長
乙
河
乙
で
あ
り
、

イ
／ 

ド
1、b

＇＂、ま_, 

く
店主
ノノ
0 ,, 
'l、
々
ァ、
仙、

古、

" -
d〕
｝六
」
3い
Jう
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校
以
拡
散
体
制
の
間
到
か
ら
考
え
て
杭
に
J

市
長
な
の
は
桟
j

冗
昨
刊
の
禁
止
お
よ
び
域
分
裂
性
物
宵
の
牛
深
禁
上
の
主
で
あ
る
が
、
共

川
相
に
は
進
展
を
不
十
も
り
で
は
は
い

ま
ず
、
比
料
大
ハ
駿
ピ
河
？
）
て
は
イ
〆
卜
は

N
U的一寸ラ
f
リ
ア

A
L
T」
被
枕
す
る
こ
述
え
て
い
る
だ
け
で
あ
h
、
こ
孔
ば
イ
ン
ト
が

万
z
出
戸
山
斗
i
お
に
実
験
」
／
一
時
H
J
M
L
て
い
る
ん
J

一
け
で
あ
J

て
、
池
一
反
と
の
合
日
ァ
ワ
一
ふ
る
も
の
で
も
人
司
い
し
、
法
的
拘
束
力
を
も
つ
も
り
で

も
な
い
c

核
不
L

払
散
の
観
点
か
ら
ず
ー
れ
ば
、
町
J
F

十
力
l

布
引
用
の
協
幻
山
一
対
品
川
と
し
て
、
イ

J
i
に
（
I
H
I
心
掛
早
廿
名
批
准
十
一
望
ぷ

ず
る
こ
と
も
正
ψ
！
な
、
一
と
と
考
え
ら
れ
る
乙
川

U1q
米
温
む
苫
内
法
に
よ
れ
ば
、
米
苫
の
渋
川
山
吉
交
付
亡
い
る
J

川
が
核

y一
貯
れ
を
烹
訴
し

た
場
合
に
は
、
士
心
協
力
は
停
は
さ
わ
る
こ
l
L

に
な
う
こ
お
り
、
イ
ノ
？
が
こ
の
条
一
川
ハ
に
年
か
い
を
ぶ
し
て
い
匂
こ
と
も
、
今
後
の
謀
反

に
な
る
だ
ろ
弓

も
う
一
つ
は
、
兵
器
用
核
分
裂
性
羽
交
の
守
並
林
市
止
心
問
題
で
為
り
、
共
同
声
明
で
は
、
条
約
締
結
に
川
け
て
本
国
2
協
力
す
る
L
Y

規
定
さ
れ
て
し
る
、
イ
ン
ド
は
ふ
の
核
兵
忍
開
発
1
4
進
め
て
お
り
、
兵
志
川
核
分
主
性
物
質
の
片
来
十
一
航
続
、
二
ー
一
お
打
、
、
八
回
の
協
以

に
よ
り
、

4
り
多
く
の
兵
応
用
品
J

分
裂
叶
羽
以
を
止
単
ゼ
ざ
る

ttj
いん
d

る
と
考
え
つ
れ
る
「
こ
れ
は
妓
不
拡
散

J
5
1
M円
か
ら
対
J

ず
る
こ
乙
で
あ
川
、
条
約
の
約
討
が
近
い
将
来
に
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
を
考
、
え
る
こ
、

f
の
規
定
は
ほ
と
ん
ど
意
味
主
」
一
た
白
い
υ

犬

十
久
路
日
H
A

の
M
筏
兵
巾
市
川
門
は
す
で
に
A
i
疋
モ
ラ
ト
j
ア
ム
を
立
↓
コ
し
て
お
り
、
中
IUH4
一
口
一
ー
は
し
て
い
な
い
が
4
監
を
停

L
て
い
る
し
、

考
え
に
つ
れ
ζ

い
る
U
L
A
が
っ
て
、
二
日
出

f
力
吉
川
力
の
対
価
と
し
て
、
イ
／
ト
も
生
守
一
；

i
リ
ァ
ー
か
官
一
斉
「
デ
ず
で
為
ろ
う
y
、

；：、：00: 9 J 



考
え
ら
れ
る
に

核
不
拡
散
条
約
の
実
初
性
心
問
題

l 

ご

月

十
r

l
申
告
F

k
朝
鮮
問
認
は
、

ひ
っ
二
介
〈
U

円
の
人
大
川
判
会
訟
に
、

に
朝
鮮
が
」
ノ
プ
ン
車
問
符
計
調
を
認
め
た
と
い
犬
同
が
交
表
L
と
ご
と
J
V
一
契
機

ζ

）
て
宇
態
が
忠
化
7
L

、
そ
の
絞
、
米
百
の
マ
市
川
提
供
の
停
τ
刊
、
北
相
官
鮮
の
I
A
E
A
t
i～
祭
ん
h
H
担
枚
以
ζ
h
M
続
き
、

一一〈）ヘ〉一
4
1
一
H
ぺ

に
、
化
朝
鮮
は
N
P
ー
か
ら
の
お
1
b
zぜれれ
W
L
、
そ
の
佼
凍
結
中
の
原
，
ナ
か
J714t作
動
L
、
再
処
理
を
実
施
し
ゅ
人

本
医
、
化
戟
班
、
n
P
R
K
）
、
中
淳
、
経
官
庁
、

ロ
シ

γ
、
け
＋
か
ら
な
る
六
者
会
合
が
、

二
C
C
一
一
↑
寸
八
月
、

f
ノ
C
パ
ト
リ
一
一
号
、

一
一
コ
ワ
河
一
司
六

H
r
A
一M
一
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
が
、
な
ん
ら
5
成
東
J
U
中
J
F
出

rfと
な
〈
終
わ
っ
て
し
に
じ
二
へ
J
O一
れ
司
九

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

に
は
、
北
九
町
鮮
は
外
務
省
声
叶
ー
と
し
て
、
核
兵
m
府
を
問
中
小
有
し
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
た
一

第
四
阿
六
話
会
ん
に
お
い
て
、

二
ひ
の
す
よ
川
九
月
九
日
へ

初
め
と
共
同
戸
川
即
売
表
大
れ
た
そ
心
、
裂
な
伺
い
寄
は
以

F
C
一出

れ
い
戸
、
ー
の
え
心
「
V

'・ 11 

六
者
は
、
入
者
会
々
の
日
間
い
は

T
h判
的
ん
伝
山
よ
る
羽
げ
半
島
、
り
怜
出
一
吋
障
な
非
校
化
で
あ
る
こ
と
を
人
工
会
一
致
で
内
川
刊
誌
し

" 、－
D
P
R
K
は
す
べ
て
の
被
只
芯
お
よ
び

A
4の
核
計
閣
を
放
ん
れ
ん
す
る
こ
ベ
早
期
に
N
P
I
お「
o

び
l
主
E
A
保
障
措
況
に
保

仰
す
る
、
」
と
を
約
束
L
んJ

三

・
米
同
ば
相
怖
い
虻
川
半
叶
に
枝
氏
践
を
配
備
L
て
い
以
ど
一
yu

、

一
は
中
日
丘
ハ
中
仕
で
D
P
R
K
を
攻
撃
ま
た
は
俣
仁
点
ず
る
吉
川
凶
が

位
、

γ
一
い
〈
を
確
認

J
V
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"' 
－
D
F
R
K
は
協
子
力
平
和
刊
川
市
の
権
利
を
も
っ
と
山
内
べ
た
他
の
者
は
い
て
れ
乞
尊
草
す
る
と
表
明
し
、
泣
当
芯
時
14

刻
に
、

R
K
へ
の
粍
ぷ
炉
心
北
供
の
間
出
品
主
討
議
「
る
こ
と
に
合
意
v
〕ん守

-" 
訓 J

'2: 

一
ハ
者
同
州
、
同
連
骨
二
の

E
的
と
原
則
ふ
点
目
出
v
n
v
A
4
A
手
れ
た
川
山
際
関
係
の
規
範
に
従
↑
ノ
h

と
ピ
札
制
只
し
た
、

i
u
P
R
K
〉
一
米
間
は
出
相
互
の
土
誌
を
山
γ
笠
し
、
ヰ
和
的
に
共
存
、
J

、
関
係
正
弔
化
の
ス
ア
ソ
ゾ
を
と
る
い

〈
え
約
束
ー
〆
た
J

－
D
P
R
K
と
U
み
は
c
じ
て
／
ヤ
〆
（
H

門
に
従
っ
て

T
の
関
係
正
常
化
の
ス
フ
づ
プ
を
と
る
こ
乙
を
約
市
子
）
た
。

I IJ I 

一
国
内
ま
た
は
多
民
間
C
工
不
ル
ギ

i
、
貿
易
、
み
資
の
分
野
で
の
但
性
的
協
々
を
促
濯
す
る
こ
J
ち
に
約
束
し
た
u

六
者
は
、

｝」乃ソ
l
ハバ古市

lwの
は
r
わ
方
法
に
潟
し
γ
、
北
判
泣
は
第

に
似
牡
水
引
の
法
伎
を
民
主
L
に
が
、
米
出
な
こ
は
枝
氏
誌
と
校
計
向
け
J

肢

棄
が
光
三
あ
る
？
、
主
張
し
て
お
り
、
同
刊
行
の
版
番
な
ど
て
れ
表
｛
口

i
ド
γ
J
プ
）
に
つ
h

て
は
ん
さ
以
札
所
心
持
注
が
行
仕
L
て
い

わ

c

一C
O
許
可

月
日
一
時
市
立
同
六
者
余
ム
円
で
は
で
と
し
と
ド
ム
程
衣
が
h

抗
議
さ
れ
た
、
β
んU
Y
E
は
達
成
さ
れ
な
古
っ

米
財
務
中
日
は
同
年
九
日
に
、
北
川
駅
詳
関
連
日
医
の
お
る
マ
カ
オ
の
銀
／
行
に
資
合
洗
伊
の
疑
レ
が
あ
る
と
し
L
米
銀
行
と
の
ほ
引
を
Ih一示

ー
！
？
レ
子
、

米
国
は
一
」
〈
り
m
H怠
と
六
五
ム
バ
ふ
コ
は
川
…
関
係
で
み
る
と
王
張
L
に
が
、
た
羽
VJ
は
こ
れ
は
米
臼
に
よ
句
会
刑
制
f

拭
で
め
い
二
、
一

れ
が
解
除
さ
わ
な
い
政
円
六
者
会
ん
け
の
再
開
に
は
1
L
U

じ
な
い
ー
し
主
張
し
に
J

一
つ
り
六
h

一
月
の
金
刑
制
裁
に
悶
ナ
る
本
朝
協
議
で
も

氾
川
以
が
見
、
つ
れ
ず
、

同
月
山
一
民
間
同
体
五
一
位
の
来
品
協
誌
に
六
哀
の
代
去
ぷ
参
加
し
に
が
、
不
明
間
（
り
世
接
協
議
は
旧
安
摘
さ
れ
い
な
か
っ

丈

斗
一
片
に
日
T

り、

北
判
昨
日
1
ハ
手
立
合
に

米
同
に
お
い
℃
い
れ
朝
鮮
と
の
山
利
条
約
？
父
泌
を
開
始
す
る
情
相
い
が
山
犬
、
れ
ス
が
、

米
同
は
、

復
帰
す
る
、
」
乙
お
よ
ペ
〉
坊
廃
素
の
戦
略
的
決
定
を
行
う
h

一
こ
が
を
の
J

臥
提
条
件
と
あ
る
と
1

て
い
る
J

円
。
ハ
年
。
白
け
け
t
i
F
わしに、

北
初
鮮
は
口
、
三
y
沿
伴
の

E
本
海
に
向
け
て
J
U

交
の
ミ
汁
イ
ル
を
そ
剥
L
た
ロ
そ
の
ラ
ち
九
九
L

は
ス

カ
y
ド
お
れ

υノ
ド
ン
で
あ
り
、

門
広
パ
市
ム
れ
さ
れ
に
が
伐
行
距
離
河
口

0
4
口
メ

i
ト
ル
で
あ
り
、

失
敗
し
た
こ
孝
弘
え

一
プ
ポ
ト
〆

2
も

ロ

Uixl;!Kn 06 131竹：76、1006 9 J 



ら
れ
て
い
る
に

ヨ
半
政
府
は
直
ち
に
川
述
安
ふ
保
陪
封
一
斗
一
会
の
閉
催
を
妥
ぷ
し
、
わ
払
自
の
決
議
家
主
一
川
山
し
ん
守
当
初
心

i
f川
決
訣
…
条
は
、
同
連
古

同
抗
措
七
一
一
二
U
M弘
｝
J

つ
つ
、
ミ
斗
イ
ル
党
射
Jt非
難
す
る
と
と
も
に
、
北
朝
前
に
川
河
市
℃
即
時
に
料
送
、
、
、
サ
イ
ル
心
開
発
、
実
験
、
配

備
、
拡
散
女
千
上
し
、
ミ
サ
イ
ル
パ
ア
討
を
凍
結
す
る
こ
乙
永
義
務
づ
け
る
本
の
と
あ
り
、
以
山
計
四
に
対
L
て
、
北
抑
制
の
ミ
サ
イ
ル
や

大
量
宗
一
政
兵
器
計
却
に
同
り
す
る
も
で
つ
き
討
会
、
物
質
、
ね
情
な
と
の
移
転
の
防
止
を
義
務
づ
け
る
ー
も
の
で
ゐ
コ
た
。

中
医
と
口
、
J

ア
は
第
V
1
H
T

＼
の
一
『
止
や
強
班
、
仙
紙
裁
を
制
？
？
で
つ
な
い
決
議
に
は
や
奇
議
の
行
涜
も
ih
け
さ
な
い
と
円
台
、
日
米
案
に
反

刻

L
た
た
め
話
議
が
被
続
さ
孔
F

～
。
そ
の
向
に
中
7
b
D
特
使
が
北
朝
鮮
を
訪
問
し
、
北
朝
鮮
か
ら
の
前
向
き
の
反
z
心
を
引
き
山
I

そ
う

r

し
に
が
、
化
戟
貨
は
、
ミ
サ
イ
ル
↓
弄
験
は
r
工
準
卜
片
示
心
r
位
相
刊
で
あ
る
こ
し
て
、
ま
っ

γ
、
議
弘
之
ぜ
引
さ
以
ひ
っ
た
ハ

最
終
J

心
PL
七
H

ハ
川
に
ら
会
食
で
採
択
さ
れ
九
九
売
品
川
三
月
桂
主
じ
た
決
誕

7

ハ九
f

仏
は
、
憲
章
第
七
帝
へ
の
己
及
は
な
く

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

鮮
の
ミ
ザ
J

ル
党
射
を
非
推
す
る
と
と
も
に
、
北
摂
鮮
に
対
し
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
M

川
I

山
凹
に
関
す
る
活
動
を
斗
停
止
し
、
発
劇
凍
結
と
い
一
つ

従
来
の
約

44宮
市
司
J
山
さ
せ
る
ご
と
古
安
求
［
、
す
べ
て
の
同
に
だ
［
て
、
ミ
セ
イ
ル
や
人
量
破
壊
J

ハ
密
計
山
川
L
ぃ

tdfる
ミ
モ
ィ
月
間
注

物
資
や
技
術
の
移
牡
防
止
を
要
ぷ
す
る
も
の
て
レ
タ
Q
q

必
明
鮮
の
ミ
汁
イ
ル
詮
引
を
非
日
取
す
る
と
こ
ろ
は
同
日
二
ピ
あ
る
が
、
採
択
さ
れ
介
仇
一
誌
と
ヨ
不
の
当
初
心
決
議
案
と
の
人
さ
な
け
埠
い

は
、
皆
川
一
山
「
同
連
窓
脊
第

t
E
へ
の
百
及
が
あ
る
か
ぶ
一
か
、
込
μ

に
、
北
朝
川
引
の
悶
法
活
動
的
体
ト
ド
い
や
党
射
味
結
を
義
務
づ
け
る

の
か
支
ぷ
す
る
の
か
、
知
一
に
、
加
盟
囚
に
対
し
て
、
関
述
初
公
な
R

／
の
一
移
転
の
防
u
h
d
義
務
つ
け
る
の
か
れ
長
女
一
↑
る
の
か
に
あ
る
、

当
初
の
日
本
軍
一
♂
、
は
同
注
意
点
第
JL
土一T
i

の
一
「
て
J
W
い
勤
し
、

k
羽
川
に
対
1

〕
て
も
、

初
日
国
に
対
1

〕
て
も

4

に
の
七
助
を
と
る
こ
こ
を
去

的
義
務

ζ
L
て
強
制
」

3
2
一
こ
が
も
〈
ろ
ま
れ
て
い
亡
が
、

は
、
そ
れ
つ
の
行
践
を
／
）
る
こ
ζ

を
張
工
中
小
す
J

る
／
）
い
う
紡
肯
の
形

故山

vC
はっ
ζ

い
G
U

~s 
山 H・m 
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"' 
主
初
鮮
は
、
乙
（
U
決
議
（
り
m押
収
育
絞
二
、
こ
の
決
議
の
受
け
一
人
わ
い
犯
否
を
表
明
し
、

マャ

い
さ
さ
か
も
い
制
収
手
れ
な
い

-" 
訓 J

。

イ

7 

ン

イ一

7
Jは
一
九
Y

A

阿
年
に
原
発
叫
ん
訟
に
希
干
し
て
お
り
、

f
プ
／
平
命
で
時
ー
中
断
さ
れ
た
が
＼

)L 

年
以
降
、

ロ
シ
ア
り
ゐ
切

力
に
も
ロ
り
原
ノ
ア
炉
心
建
誌
を
佐
め
て
い
た
υ

ひ
っ
二
介
月
に
米
日
ブ
ッ
シ
コ
大
紋
領
は
、

f
プ／

Jr
「
臣
、
の
が
称

の
一
っ
と
↓
ぬ

る
と
し
て
非
難
し
ん
f
n

イ
ラ
ン
の
校
均
一
売
が
は
ぺ
る
み
に
日
？
に
の
は
、

4
八
戸
ヲ

f
一y
J

P
寸
J

タ
ン
ツ
な
ど
で

（、
ノ

｛「
」

校
焔
設
の
す
一
設
を
昌
一
め
て
、
る
；
公
表
し
に
こ
と
が
さ
っ
引
け
で
あ
る
u
T
U
佼
i
A
五
A
のん
H
友
引
の
結
来
、
前
日
人

L
1
～
核
物
質
お
よ

（

7
一

び
そ
一
け
伐
の
同
地
球
、
乙
利
用
、
ま
に
核
物
日
が
貯
蔵
3
れ
州
国
注
さ
れ
ー
～
施
設
β

中
告
さ
れ
て
い
ほ
か
つ
に
こ
子
hV1川
町
し
、
さ
ら
は
ウ
↑
ア

山一

J

転
換
、
ウ
ラ
／
濃
縮
、
肩
車
炉
に
お
す
る
は
ザ
蒸
し
か
判
明
し
た
。

六
三
ノ
一
一
宇

C
H一
二
日
c
t
h
出
、
プ
一
ノ
ン
ス
お
よ
び
ト
J

ソ
の
外
務
大
臣
と
り
父
が
で
、
ノ
ラ
ン
は
品
川
1
1也、
r一
村
山
活
動
は
も
っ

ば
ら
平
ね
日
的
て
一
あ
る
と
王
張
L
、
I
A
E
A
に
協
刀
す
る
と
と
、
さ
ら
に
、

I
A
E
A
追
加
議
定
主
川
に
冨
久
し
、
批
准
に
先
げ
ち
議

定
評
に
淀
川
て
I
A
E
A
に
協
々
す
ノ
ヲ
ミ
、

と
の
ウ
一
ノ
ン
浪
紡
2
河
川
川
店
内
活
相
一
1vr汗
止
寸
る
こ
と
主
一
王
的
に
決
定
し

え
と
い
地
べ
た
J

西
川
畑
一
同
一
付
、

国
際
的
な
伴
、
へ
う
け
が
完
全
に
熔
仇
さ
れ
乙
な
ら
ば
、

イ
一
フ
／
は
ざ
ま
ぎ
ま
な
分
一
守
山
お
い
て
最
新
の
技
術

ι
お
よ
び
供
給
に
よ
L

り
た
や
「
く
ア
ク
セ
ス
さ
き
る
よ
1
J
に
な
る
と
遥
べ
た
c

同
司

月
一
八
百
に

f
7
／
は
I
A
E
A
保
阿
間
相
互
協

（
疋
の
辺
川
議
定
吉
ピ
署
名
、
二
発
効
以
前
に
も
与
の
内
存
吹
判
定
通

ωー
す
る
こ
、
r
に
な
っ

1
v

か
し
そ
の
後
イ
ラ
ン
が
法
制
川
関
連
活
動
を
山
間
し
だ
ご
y
し
な
と
か
ら
、

一0
0
阿
午
九
月
に
1
A
E
A
攻
主
会
は
｛
ブ
／
予
付
d

で
ご
〉
一
に
甫
一
ト
八
へ
ム
照
念
を
究
明
し

i
J
i
 

－

－

t
 

乙
イ
ラ
シ
の

γ
一
渉
の
結
果
、
河
年

月
万
一
円
い
た
円
台
意
が

＋
久
仏
独

淫
成
さ
れ
、
イ
一
ア
、
J

は
校
日
（
持
の
取
停
を
求
め
な
い
ヤ
｝
／
｝
、
ド
ハ
斗
准
ま
で
日
完
治
に
追
加
誌
定
ま
ー
を
履
行
し
続
行
る
こ
と
に
含
意
し
、

γ
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べ
て
の
濃
u

仙川悶市
h
p
よ
び
丹
処
間
活
動
F

ピ八
H
む
停
止
や
一
継
続
す
る
こ
と
を
口
九
五
的
J
A
一
設
で
決
定
し
た
す
停
止
が
検
記
さ
れ
1

にん也、りば、

貿
易
・
協
ん
協
定
ピ
悶
し
て
E
U
と
の
交
泌
日
小
山
内
関
さ
れ
る
こ
と
、

E
U
2
／
ι
U
は
何
回
介
担
月
号
機
関
一
W
1
0）

＼
の
イ
ラ
ノ
加
入

？
父
涼
の
開
対
を
陰
極
的
に
支
持
「
る
h

」

C
C
青
年
八
月
に
保
守
強
岐
派
の
ア
ブ
マ
デ
f
永一、
J
s
h

ソ
ド
氏
予
十
、
統
領
に
濯
一
川
M
さ
れ
、

イ
：
ツ

J

の
り
思
ほ
陪
で
あ
る
L

ノプ

／
転
換
作
業
を
開
始
L
た
た
め
、
河
年
九
月

阿
川
に
は
、
ィ
ワ
J

パ
件
、
阿
川
認
の
同
庄
安
保
4
4

へ
の
将
来
の
い
竹
γ
一一U
J
f
枇

μ

？
る
1
A
R
A

て
の
絞
欧
州
て
カ
7

川
、
と
の
ほ
山
誌
が
再
利
さ
れ
、
ま
た
口
～
J
γ

と
の
交
が
に
お
い
と
ウ
一
y

J

渋
幣
を
口
J
J
Y
F

に
妥

円
九
円
J

る
h
淀川
T
I
h

？
も
～
前
払
岬
さ
、
れ
ー
～
が

イ
ラ
ン
は
つ
μー
に
お
け
る
核
燃
判
サ

f
hノ
凡
の
情
築
に
列
泌
7

l' 

〉／

つ
う
六
咋

。
日
に
イ
一
7

J

は
絞
川
川
究
施
設
の
封
印
」
古
川
削
除
し
、

ウ一
y

J

波
慌
を
再
調
し
た
。

I
A
E
A
江
市
ア
人
買
は

1; 

日
に
決
議
十
一
採
択
し
、
ノ

フ
〆

士J

., 

n 
i長
前t
コR
対

：史
,-] 

よ
び
「l十

処
J'J! 

J 却
〆、
νJ  
｛ 

Jじ
ん

か

i表
続
守ゴ
Jぷ

止ヂノ,, 
再
f尋
J凶
ポ

ヲ
令

r 

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

研
光
用
垂
水
か
刀
建
設
を
1
1
考
古
「
る
一
一
と
、
市
町
州
議
以
主
U
V
批
准
し
完
全
に
履
行
一
：
雪
、
と
は
ど
を
安
請
し
、
お
務
局
長
に
汁
し
、
ニ

れ
ら
の
姑
置
が
理
主
会
に
よ
h

1
ワ
シ
に
だ
L
て
嬰
求
さ
れ
て
い
る
h

と
を
臼
返
安
保
庄
に
禄
合
す
る
と

安
川
埋
で

の半
2T市
開
仏
一
勺
別
に
提
出
さ
れ
三
l
A
E
A事
務
叫
L
仏
報
告
は
、

I
A
E
A
は
校
物
質
が
校
一
日

5
z
の
犯
の
校
漂
品
川
装
川
底
に
十
山
戸
市
川
手
れ

え
こ
と
は
時
認
し
て
い
な
い
が
、
ム
「
心
持
山
、
に
お
い
て
イ
フ
ン
に
お
い
と
中
仏
さ
れ
と
い
は
い
絞
均
三
ま
に
f
は
川
動
が
な
い
と
特
命
F

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
げ
な
べ
て
い

そ
の
絞
山
一
心
問
川
田
は
川
述
安
保
県
で
審
議
さ
れ
、

二
ひ
の
一
ハ
午
一
一
月
九
司
に
安
保
却
は
設
三
戸
川
を
採
択
し
、
イ
ラ
ン
に
対
い
て

什
収
納
悶
述
こ
何
処
止
に
間
十
J

る
活
訪
の
八
ム
則
的
停
土
を
変
訂
ー

I
A
E
A事
務
局
長
に
対
L
二
〈
）
日
以
刊
に
報
己
す
ノ
る
も
℃
つ
波
茂
L

、
」
れ
に
反
発
し
七
千
一
フ
〆
は

［可
丹

ど
に
、
波
結
L

ノラ
J

の
製
造
に
1
以
1

叫
し
、
約
八
校
内
向
似

ru刊
の
門
月
一
乙
な
一
っ
た
ζ

大
統
一
出

川
円
凡
人
日
に
淀
川
さ
れ
に
宰
務
局
長
報
吋
川
は
、

2

台
、
：
｝
O

J
υ
J
Y升
j
f
ρ
7
｝

1

イ
一
ノ
プ
ρ
ウ
一
フ
〆
渋
…
唯
一
を
継
続
L
て
い
る
、
」
と
、

イ
ラ
／

C
ト
ボ
山
申
告 ド刊

:1:,)(}(lt'?i日 ＇｝ 11" '<'9 1.20〔5.9; 



"' 
心
核
物
資
や
活
動
一
m
d
J
汁
一
止
し
な
い
と
日
体
計
d
る
こ
と
は
て
き
な
い
こ
と
ー
ピ
川
町
一
下
山
し
て
い

斗
月
＝
ヨ
に
は
、
英
仏
げ
か
国
述
安
保
闘
決
議
の
涼
ク
ホ
「
乞
一
ボ
に
で
そ
れ
ば
イ
ラ
ン
の
状
日
比
が
凹
ぷ
心
中
和
仁
三
久
九
に
討
す
る
λ

哲
也
似
て

-" 
訓 J

あ
る
と
二
回
連
心
一
思
円
第
七
阿
の

f
で
汗
動
、
二
千
ブ
、
ご
い
濃
縮
関
連
と
再
処
刑
刊
に
関
「
る
活
動
ピ
件
ト
ド
い
す
る
こ

t
E妾
ぷ
↓
る
も
の

で
、
制
裁
の
川
淀
性
を
ム
2
U
y

だ
N

い
の
で
あ
っ
た
し
か
ー
ご
一
れ
は
、

ロ
シ
ア
こ
中
川
門
の
受
け
入
れ
る
ζ

こマつ

r
な
つ
な
か
っ
た
υ

さ
っ

に
斗
月
一

五
戸
れ
に
は
い
れ
U
に
お
い
J
L
包ド
h
的
な
一
見
返
り
を
伏
供
す
る
案
が
ム
円
土
息
さ
れ
た
が
、

イ
ラ
〆
一
は
日
召
し
べ

こ
の
よ
う
日
特
命
を
ね
ら
紋
γ
Q

た
め
、
米
Z
U
L
i「
υ
一
一
円
に
交
が
に
参
加
し
f
ラ
／
J
－U
z－
－
対
話
の
可
能
刊
を
表
明
し
た
が
、

そ
れ
は
イ
！
？
〆
が
浅
純
一
山
訪
や
停
J
1
5
Q
乙
と
を
条
件
、
〈
し
ご
い
戸
、
そ
刀
一
後
ハ
月
六
は
に
、
ア
－
s八
一
よ
ご
ド
イ
ツ
が
イ
ラ
／
に
対
し
て

一
弘
括
的
n
F
J止
り
提
案
t

こ
れ
に
は
米
包
i
J
h
u
参
加
し
て
い
る
こ
一
も
あ
り
、

イ
ラ
ン
の
刻
む
J
f
f

七
九
て
J

る。

J

h

7

F
了、？

L

が
こ
わ
い
、

包
活
的
け
ん
M
h十y
提
案
で
は
、
イ
ヲ
ノ
白
内
二
ノ
J

濃
縮
湾
13活
ι1
お
よ
び
専
処
刑
円
山
町
山
刃
ケ
↓
伐
d
H
B
d
J

，
主
捻
U
V」
r札
収
し
て
い
る
c

ま
ず
胤
了
心
分
野
で
は
、
一
江
胤
了
力
平
花
引
川
刷
の
権
れ
の
斗
篠
誌
と
そ
の
舵
党
内
山
へ
の
協
力
、
広
一
一
山
際
ム
円

弁
事
業
一
ι
よ
る
新
料
収
本
炉
建
設

ん
か
）
使
用
洗
町
内
核
燃
F

と
放
射
性
廃
棄
物
心
取
扱
い
に
つ
い
て
の
協
刀
、
④
原
了
万
の
仇
括
的

研
究
開
発
の
協
川
、
（
ヨ
ャ
い
的
拘
束
力
め
る
伐
燃
料
一
保
証
が
あ
り
、

Y

北
斉
分
野
で
は
、
心
地
域
安
人
平
日
深
山
山
川
）
対
話
と
協
々
の
＃
準
、

必
刊
界
貿
易
終
悶
一
W
T
O
）
な
ど
へ
の
が
ク
加
支
綬
、
③
民
間
L

市
川
一
絞
禁
輸
解
除
、
デ
今
i
u
u
民
間
批
一
一
協
介
、
④
一
文
一
則
的
一
A

え
ル
ビ

l
協

カ
の
構
築
、
品
川
）
電
気
通
告
や
イ
、
J

タ
マ
：
ス
ッ
ト
戎
備
の
支
援
、
一
切
ハ
イ
ア
々
分
野
で
の
協
力
、
の
忠
実
一
党
反
へ
の
支
改
が
合
ま
れ
F
L
い

ゐ
' こ

の
間
ー
は
の
戸
山
は

イ
ラ
ン
は

E
R
L
て
こ
れ
い
つ
は
本
つ
ば
ら
平
和
引
い
同
の
た

ワ
ブ
ン
汁
心
的
わ
ブ
ル
卜
了
ウ
ム
村
山
内
仏
関
L
て

N
P
T
第
四
条
己
認
め
つ
れ
て
い
る
奪
い
将
仕
い
権
利
で
あ
る
乙
主
張
し
亡
い
る
の
に
汁
し
、
一
沢
田
、
～
初
め
ζ

ず

る
内
側
諸
一
引
は
、

f
一y
J
の
活
動
は
将
来
の
絞
兵
器
珂
川
九
北
九
4

目
指
し
た
も
刀
一
で
あ
る
と
解
釈
L
て
い
る
ご
こ
ろ
ピ
あ
る
U

b

j
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N
P
T
は
、
非
核
兵
叩
帝
国
が
校
行
（
悲
の
オ
プ
、
ン
ベ
ゴ
／
を
放
棄
す
る
判
制
T
／～し
t
、
非
核
U
門
誌
凹
山
一
M
，f
力
平
和
利
用
の
権
利
JY
訟
め
、

核
軍
縮
に
向
け
た
ニ
ハ
人
法
を
い
投
打
〈
協
同
に
義
務
づ
け
て
い
る
r

f
フ
ン
の
現
状
は

Y
一ド
I
第
二
b

柄
引
で
禁
止
戸
れ
た
い
j
J
兵
制
む
の
製
造
ま
ι

は
攻
作
に
は
記
一
っ
て
い
な
い
が
、
第
一
条
山
一

F
で
怖
が
さ
れ
た
保
防
措
豆
協
な
の
選
以
ur
構
成
、
J

て
L
る
い
イ
フ
～
〆
に
よ
る
追
？
山
議
定

去
の
履
仁
は
、
法
的
義
務
で
は
な
く
、
ロ
エ
的
な
本
の
で
あ
っ
た
J

C
C
ハ
ヰ
二
月
以
降
は
履
行
1

〆
て
い
な
い
の

，
点
目
必
と
内
側
諸
同
が
川
内
う
れ
し
い
る
、
ン
ナ

1
J
は

に
胡
荒
川
が
実
際
に
行
っ
た
士
、
／
に

N
P
I
の
心
事
同
と
ー
て
原
了
心
、
和
利

用でかん」
Y

止
の
協
力
を
符
て
、
法
制
や
守
処
述
な
ど
の
古
川
時
祉
の
技
桁
を
取
持
L
K絞
に
N
n
r
T
一
い
ら
脱
退
し
、
核
兵
停
の
担
迭
へ
い
｝
JK
か

「
こ
と
亡
あ
る
。
F
h
h
川
川
パ
述
条
約
川
μ

ら
の
し
川
辺
は

般
に
符
ロ
初
で
あ
り
、

N
F
i
り
場
九
μ
も
主
権
力
行
使
こ
し
て
条
約
か

権
利
が
J
d
叫
パ
の
う
れ
て
い
る
n

こ
れ
に
持
し
て
、

一C
ハ
ノ
半
年
の
N
F
T
年
検
討
会
議
に
お
h

て
は
、
説
明
民
心
条
件
い
を
紋
格
化
す
る
こ
？
、

税
込
が
す
一
さ
れ
に
ら
出
入
ら
に
当
述
安
心
山
内
逝
で
審
議
す
る
こ
と
、
悦
込
以
問
の
し
半
和
引
用
古
田
へ
の
援
助
に
持
し
て
は
ず
一
望
す
る
義
務

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

が
お
る
こ
と
、
ま
た
片
山
脱
川
市
北
114深
汚
措
置
が
称
続
さ
れ
る
こ
と
ん
は
ど
、

3
3
uざ
王
な
山
れ
ん
茶
が
議
出
さ
れ
行
。

ー
ワ
〆
の
校
問
題
p
ど
一
は
ほ
的
H

川
刀
の
み
に
よ
う
て
口
問
問
に
解
決
す
る
の
♂
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
今
後
、
資
蛍
凍
結
や
け
、
版
記
官
の
波

航
黙
止
と
と
部
分
的
な
制
設
の
導
入
が
小
双
山
公
団
で
枚
討
さ
れ

7
2
と
に
迂
る
だ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
進
ん
で
人
工
亙
れ
よ
な
経
渋
制
裁
に
進
ひ

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
中
国
？
と
円
ン
y
の
安
川
叫
が
符
つ
れ
る
か
ど
う
か
、

イ
ラ
ン
の
一
議
歩
中
〈
引
き
山
刊
す
の
二
初
来
的
な
？
り
の
に
す
必
る

か
と
う
か
な
ど
不
崎
市
JtT室
索
引
が
多
く
あ
る
）
さ
ら
い
進
人
で
玄
叶
人
間
な
措
室
町
r
｛
久
保
刊
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
吋
両
性
に
つ
L
て
は
、

Z

の
文
効
け
お
「
仇
び
岡
野
町
社
会
に
よ
る
に
作
品
芥
凶
の
怠

jrwの
吋
能
け
か
ら
、
三
ー
に
大
き
な
疑
問
？
っ
存
在
す
る
v

米
凶
p
f
h

む
と
す
る
や
い

ふ
心
図
説
に
す
ゐ
式
力
計
使
も
今
の
段
階
で
は
疑
問
視
さ
れ
て

γ日
υ

r

丸一

の
行
威
に
け
吋

1ご
し
は
軍
事
的
に
対
比
す
べ
き
ピ
ー
工
2

Q

一応評

15め
～
り
、
ま
に
犬
山
品
僚
な
何
日
町
沖
的
報
竹
ん
t
Z
4
U
え
る
こ
ζ
ト
ド

rm一

ふ
り
核
兵
器
材
先
へ
の
准
一
尽
か
停
H
A
c
i
r
、
埋
反
？
と
ー
場
台
に
は
ベ
規
桟
江
川
訓
則
z
ぜ
利
す
べ
き
だ
と
の
見
解
も
あ
る
が
、
イ
ラ
／
け
以

イー一ワ、
J

:1:,)(}(lt'?i日 ＇｝ IJ' '81 1.20〔5.9; 



"' 
問
題
J

ピ
他
の
計
問
題
1
／
切
り
離
い
ず
い
中
似
て
」
解
決
て
き
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
k

な
い
。

と
主
張
さ
れ
て
い
る
n

ア

法》。
才し

L、
6 
c 

Uixl;!Kn 06 J ＇ド•J) :3号、1006 9 

「
イ
ラ
ン
の
1

校
只
器
開
発
に
反
対
す
る
凶
た
行
為
体
の
「
べ
て
古
助
以
す
る
た
め
に
は
、
山
本
同
問
、

ィ
ラ
〆
の
拡
散
問
山
崎
、

-" 
訓 J

、
ン
ャ
湾
の
岩
会
一
保
防
、
由
民
で
の
次
回
の
役
初
、
イ
ス
ラ
一
丁
ル
の
桜
の
雌
伏
、

バ
レ
ス
チ
↑
；

f
ス
ラ
ヱ
ル
関
係
が
お
ペ
ツ
ベ
て
関
連
し
て

お
り
、
ミ
一
》
ζ

パ
づ
ン
ス
の
v

」
れ
行
本
田
の
法
f
t
U
1
）
に
は
訴
決
さ
れ
も
え
ヨ
い
こ
ζ

を
述
制
す
ぺ

一
「
ヘ
ラ
〆
品
川
域
情
と
い
い
か
げ
ん
な
制
裁
の
党
駄
に
よ
り
そ

コ
ス
の
推
近
を
抑
ー
刊
さ
れ
る
と
は
与
え
つ
れ
な
い
し
、
写
事

行
政
は
逆
救
出
ギ
に
ぽ
る
だ
日
で
あ
ろ
う
口
米
Z
／
一
そ
の
日
間
庄
は
、
イ
ラ
シ
心
安
全
伝
除
上
の
府
［
念
に
庄
一
則
イ
オ
ピ
取
り
記
p
灯
、
安
質
的

な
経
済
的
動
絞
十
二
づ
え
る
よ
う
な
多
苫
問
の
対
話
を
叩
戸
来
す
べ

（松一

ま
た
民
族
的
に
は
、
中
東
非
作
牧
民
持
出
帝
ま
た
は
中
京
非
大
事
破
防
断
、
兵
祥
地
帝
－
U
設
問
な
と
も
視
野
に
人
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
u

イ

ラ
ク
の
核
お
よ
ひ
リ
ピ
ア
の
校
明
日
践
が
消
滅
1
J＼
現
位
に
お
レ
＼
イ
↓
ソ
〆
の
防
以
内
刊
墜
と
、
止
ん
で
、
最
も
重
山
ぱ
な
の
は
J

ス
ラ
工
ル
の

一A
i
一

核
で
あ
る
。
し
た
が
三
九
米
出
土
初
め
と
ず
る
五
人
温
と
ド
p
f

ソ
乞
中
む
と
し
て
、
巾
ド
山
地
hw引
の
す
べ
て
の
似
を
八
円
む
中
東
九
州
叶
ー
の

た
め
の
全
わ
い
的
な
プ
ワ
巳
え
が
い
十
期
に
開
始
さ
れ
る
こ
1
人以、

出
雑
に
い
芯
わ
れ
る
が
、

長
期
的
と
問
題
併
し
パ
L

は
不
可
欠
で
め
り
、
ー
ハ

カ
国
を
山
T
U

に
憤
極
的
に
取
り
組
れ
こ
と
が
い
d

州
安
て
あ
ろ
う
L

四

校
T

川
拡
散
体
制
を
強
化
ず
る
拾
甲
一

I
A
E
Aべ
保
障
措
置
の
ん
叫
ん
，

一
九
九
年
の
治
作
戦
予
後
に
同
連
五
作
攻
決
議
ハ
八
J

い
に
従
っ
て
臼
述
イ
ラ
ク
特
別
委
員
会

U
N
お
仁

O
M
M

と
I
A
E
A
に

よ
り
定
航
さ
れ
た
査
察
に
工
り

イ
ラ
ク
ー
か
秘
肩
去
に
枝
氏
佐
開
発
計
羽
一
を
保
持
し
て
い
ん
J

ご
～
／
）
げ
か
川
b
か
に
な
り

I
A
E
A
保
障

叶
同
乃

yuw牲
に
十
六
昔
、
な
疑
問
が
単
さ
れ
る
こ
と
に
は
っ
打
。
て
の
対
山
？
ぐ
し
て
、

一
ι九
二
庁
に
I
A
E
A
は

mw特
別
人
判
官
け
け
権

べ
）~ 



利
の
一
円
確
認
、
ふ
｝
設
計
結
郭
心
平
刻
提
州
、
③
校
物
干
］
円
と
特
定
資
絞
材
の
輸
出
人

に
悶
す
る
決
議
や
L

採
択
し
ー
に
す

一
九
九
一
斗
に

I
A
E
A
は
、
「
強
化
J
C
れ
z
l
h

よ
り
効
率
的
な
保
障
鼎
量
制
度
」
を
求
め
て

ー
九
一
千
二
」
河
」
ノ
〆
一
日
始
九
氾
r
j

の
法
的
枠
組
み
の
司
で
可
出
な
凶
作
出
を
｛
止
め
た
お
ぶ
月
九
凡
寸
ん
け
に
押
一
事
会
で
忌
認
さ
れ
、
翌
年
し
ず
い
二
吋
擁
さ
れ
た
戸
新
た
土
法

c卜7
ア権
!ill IT!( 
j手を
f；必
で空t
j平 r
,-C-1 -"""' す八 日

さる
れ i;(i
Fム玖：

書店
0〕

J古
泣；

ノ

v、

［土

「ハ心
J

日
和
的
保
障
桁

E
協
定

0〕

弓

’レ

一
九
九
J

d

年
五
月
に

追
加
一
設
定
44日

つ
り
特
徴
は
、

I
A
E
A
へ
の
恰
報
必
供
へ
中
止
口
）
を
犬
山
に
拡
ぶ

LUJよ
一
一
と
あ
る
n

こ
れ
ま
で
は
、
牧
物
質

の
存
在
J
J
る
山
何
百
川
が
以
別
と
し
て
巾
1
口
の
対
象
に
な
っ
て
い
り
ん
か
、
追
加
設
定
詰
で
は
、

核
物
民
を
川
い
は
い
核
燃
判
庁
イ
ク
ル
対
戸
川

研
究
明
川
先
日
段
、

ウ
ヌ
ン
渋
幣
や
可
同
地
球
に
問
J
E
「
司
令
特
殊
機
持
に
間
一
す
よ
巳
fψ
郎、

特
定
さ
れ
コ
検
叫
間
以
絞
器
や
装
問
、

七
－
主
L
あヤ
l

コヘャ

4141111 

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

核
兵
器
ル
組
み

一訂

込
む
こ
と
が
で
一
芳
る
核
物
質
生
同
の
可
能
主
h
v
J
U
定
ず
る

H
Y
L
P
U的
と
し
た
、
開
広
い
回
子
力
活
お
り
清
叩
提
供
か
求
恥
ノ
ら
、
れ
る
－

頭
λ
q
J

る
清
川
川
云
に

従
米
の
核
物
質
の
槌
制
民
や
亘
お
よ
ひ

τパ
V

取
扱
レ

Mm誌
に
符
化
L
た
情
報
山
一

に
な
く
、

ま
七
過
去
の
同
連
出
川
却
に
つ
い
こ
ー
も
、
？
来
の
1
川
山
に
ぺ
い
こ
も
清
川
本
を
初
仰
い
ヲ
る
必
要
が
ふ
め
る
J

こ
れ
に
よ

η
去
の
国
主
の
原
J

十
川

活
劫
心
人
工
仏
像
ど
犯
お
し
、
そ
の
午
で
中
什
口
さ
れ
た
細
々
の
活
動
を
連
解
す
る
い
」
と
に
よ
コ
て
、
未
中
告
の
治
剣
山
な
い
h

と
か
ι
確
保

す
る
一
」
と
J
Y
口
門
的
と
し
て
い
る
）

近
LK
議
｛
店
主
い
の
も
う

い
る
こ
乙
で
あ
る

校
物
質
守
山
以
hJ
扱
っ
て
い
る
告
所
、

つ
の
特
徴
は
、
い
伯
J
4
的
F

ク
セ
ス

ず
な
ー
わ
ち
1
1
安
測
r
缶
、
や
町
駅
要
士
山
に
お
円
る
検
叩
非
同
日
仙
川
は
「
で
に
実
地
さ
れ
て
い
る
が
、

補
完
的
ア
ク
セ
ス
で
は
、

核
物
内
店
主
以
り
扱

ね
な
い
山
判
所
へ
の
｝
ク
七
ス
を
認
め
一
に
お
り
、

た
と
え
ば
、
原
了
h
ん
サ

f
ト
山
口
の
あ
ら
み
J

る
場
所
、
彼
物
質
を
伎
山
川
γ
ど
な
、

イ
ク
ル
研
究
臨
訟
な
ど
原
ァ
サ
世
話
イ
卜
外
の
特
定
の
場
所
、

の
他
の
ぬ
所
へ
の
γ

ケ
ヒ
ス

I
A
E
 

巾
告
活
動
中
一
同
抹
i

約
す
る
こ
と
が
一
つ
け
大
き
立
川
的
と
な
っ
ご
い
る
。

ヰミ
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"' 
5
ら
に
I
A
I
Aは
恒
例
域
？
ン
ィ
り
シ
ゲ

め
に
国
内

べ
て
の
場
所
二
守
ち
入
る
柁
叩
刊
を
H

J

え
ら
れ
て
い
る
つ

こ
h
に九

ー
ふ
れ
ノ

I
A
R
A
は
、
出
料
分
布

そ
れ
pf
解
決
す
る
止
め
ピ
、

の
息
子
力
活
肋
に
疑
L
を
も
つ
よ
7
h

場〈円、

締
約
国
内
の
い
ず

-" 
訓 J

れ
の
は
崎
所
山
内
、
ー
も

νψ
何
人
る
と
ζ

が
で
き
る
ν

h

一円ソ？
T「
1

片山、

I
A
E
A
の
保
障
お
E
制
度
は
強
に
さ
れ
て
き
に
お
り
、
従
米
心
保
障
ぃ
N
w
m
h
l
h
去
の
「
花
椛
刊
」
を
検
討
7
r
る
こ

と
を
目
的
と

L
て
お
り
、
あ
く
ま
と
も
給
約
臼
の
7

一
青
；
ヤ
ベ
ヲ
ス
こ
司
っ
て
い
だ
子
、
新
た
な
追
州
議
定
さ
と
は
、

広

μ

の
「
～

ι八ム

糾
円
＼
す
な
わ
ち
未
申
告
の
も
の
が
存
仕
し
な
い
、
｝
乙
な
治
一
d
」9
る、」
ζ
f
J
J
斗
バ
ん
／
）
し
て
い
る
ん
、
め
、
U
内
y
h
fい
が
秘
密
一
一
に
核
兵
探

苅
発
に
河
注
す
る
ザ
ド
叫
ん
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
扱
い
訂
さ
れ
る
有
い
刊
誌
性
が
魚
主
れ
て
き
ア
U

に
た
じ
、
戸
川
議
山
富
は
、
こ
れ
ま
で
の
弘
括
的
保
障
叶
同
州
民
止
に
溢
加
す
る
新
～
な
協
｛
一
止
と
為

J
E
、
N
P
T
第
一
一
条
の
内

C
汁

核
e

八
路
－
与
の
義
務
と
な

J
C
い
る
も
の
と
は
別
叩
↓
の
も
の
で
あ
】
ゐ
正
で
、
法
的
拘
束
力
ケ
↓
持
っ
こ
め
に
は

包
々
の
中
川
家
が
そ
れ
を
い
百

名
・
批
准
す
る
、
ア
こ
川
島
市
町
で
あ
る
ι

し
た
が
っ
て
、
一
川
主
必
要
人
引
の
は
、
迫
加
議
γ
L
4
4

同
心
批
准
国
主
増
や
オ
ノ
こ
と
て
あ
r
Q
コ
悩
れ
に
山
い
容
を
も
っ
協
心
の
モ
デ
ル
が
作
成

き
れ
た
と
L
て
ち
、
実
施
さ
れ
な
け
わ
ば
意
以
や
よ
ど
ん
な
い
一

oof－人
ん

N
P
T
再
検
討
会
学
院
に
一
向
い
て
ら
、

追
川
設
定
書
士
第
一

条
山
一
保
月
け
川
区
の
実
施
川
白
川
仰
ー
ま
た
は
検
討
の
設
準
、
と
す
父
き
こ
と
が
七
張
さ
れ
、
迫
加
一
一
的
定
芹
（
り
普
通
仕
の
定
説
ド
が
強
調
さ
れ
、
キ

批
准
国
に
対
、
J
L
批
叶i
の
妾
訂
が
た
さ
れ
て
い
る
v

ま
た
、
原
了
I
H
怜
山
山
岡
の
場
合
同
ヘ
相
手
間
］
が
追
？
か
議
以
古
乞
…
批
准
、

ν
C
い
る
こ

と
寸
士
一
条
刊
と
寸
べ
き
で
あ
る
ご
と
白
色
土
張
さ
れ
て
い
る
一

に
i
l
z
】一n
t
J
台
虫
己
・
カ
%
に
こ
コ
、
T
L
土、

陀
何
十
r

c

d

ヨ｛

q
T
1
！：！

従
米
の
包
折
的
保
陣
信
基
〉
一
追
加
設
定
寺
山

t
r
Q仏
陸
作
置
や
有
機
的
に
桁
む
つ
け

た
「
統
合
保
障
わ
置
か
お
り
、

一
C
C
二
2

刊
一
一
日
に
I
A
R
A
謹
事
会
は
、
そ
の
地
用
に
関
す
る
泉
本
概
念
を
採
択
、
、
未
中
告
の

原
子
力
J

出
動
お
よ
び
核
物
質
が
行
介
忙
し
な
い
と
け

し
て
、
適
用
さ
れ
て
い
る
。
川
ふ
に
つ
い
て
は
、

；：、：OGc 9' Uixl;!Kn 06 J 221 :2' 



。
。
四
円
九
月
二
統
斗
円
四
時
停
抗
丙
げ
か
連
川
市
さ
れ
L
L
J

一
（
リ
ハ
〉
六
ギ
ヘ
月
の

I
A
E
A凡
県
山
す
又
は
、
吋
ノ
ン
ー

き
保
障
常
置
’
山
肌
止
を
只
た
で
メ
V
）一

の
設
山
内
1

今
、
れ
戸
九
ぃ
、

そ
の
品
川
設
へ
嗣
が
川
品
川
山
り
つ
れ
て
い
，
G
戸

。
】

約
九
品
川
法
｜
｜
出
ハ
子
力
供
給
問
グ
ル
ヲ
プ

N
K
3
一b

川
市
子
々
の
的
問
じ
攻
心
問
題
は

一
九
〕
川
パ
年
五
月
に
、

イ
ン
ド
小
カ
ヲ
ダ
や
米
庄
か
ら
原
p

ナ
力

γ
祁
判
別
で
供
給
を
受
け
つ
つ
、

甲山長

σ
什
処
バ
↓
場
を
経
山
！
ぱ
亡
、

い
わ
沙
る
一
平
和
的
核
爆
発
i

を
ず
人
九
時
抽
し
た
こ
乙
に
起
司
J
q
る。

N
P
i
r
加
入

L
せ
っ
こ
し
な

い
匡
炉
、
畑
中
」
か
ら
の
平
和
利
用
で
の
ほ
抜
訪
を

Emし
て
枝
氏
持
を
製
造
す
台
、
」
こ
を
川
一
刊
す
る
方
法
刀
京
証
J
V
と
中
心
に
光
主
ー
工
業
日

で
倹
討
さ
れ

N
S
G
とし一戸

九
七
八
4
ー
に
原
子
h
Z
J用
品
お
よ
び
均
淫
校
術
の
輸
出
に
鳴
す
る
条
件
か
ん
山
山
さ
れ
た
乙
そ
こ
で

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

ぽ
、
核
爆
弟
ん
に
使
用
し
江
レ
保
証
、
核
物
質
的
長
措
置
の
当
路
、
第
一
巴
へ
の
輸
出
心
阪
の
同
訴
の
保
副
、
濃
結
や
再
処
町
内
技
術
ん
ら
移

主
店
制
じ
必
ト
と
の
汀
イ
ピ
↓
ツ
ー
ン
日
｛
疋
め
ら
れ
た

イ
フ
ク
の
後
開
花
1
判
断
が
明
ら
か
に
な
っ
た
後

Fで

ー、一

N
円
心
て
は
専
用
品
の
輸
仰
の
新
L
r
J

な
粂
侍
と
し
て
、

A
A
M
R
m刊

JG 

が
I
A
E
A包
括
的
保
誌
は
山
侭
乞
受
諾
し
て
い
る
こ
と
が
氾
加
さ
れ
、
川
川
口
ι
、
一
保
了
力
汎
用
品
の
輸
出
じ
問
内
閲
す
る
ガ
ペ
lv
ラ

f

ご
こ
で
は
、

山ぷ

f
力
い
同
開
放
悶
係
、
J
h
＆
い
が
、

核
兵
熱
心
裂
造
に
繋
が
る
機
吋
M
U
U
J

汁
仏
軍
と
な
り
、

/ 機
械
、
村
料
、

J

7

J

同
位
元
素
分
際
装
置
お
；
び
部
分
品
、
五
水
製
造
プ
フ
J

卜
関
述
装
問
、
校
爆
単
品
川
向
笠
開
発
の
に
め
の
試
験
お

よ
＼
J

計
四
礼
会
ム
な
ど
が
新
た
な
規
制
の
対
口
氏d
と
な
う
ー
だ
っ
ご
三
で
は
品
、
爆
発
爪
助
、

対

危
険
が
あ
る
ぬ
ム
r
H
h
J
h

北
町
山
ヰ
相
川
！
じ
て
い
る
。

の
拡
散
と
と
も
に

日
へ
の
転
い
惜
の

そ

σ～
い
リ
ス
ト
規
剖
で
は
ポ

1
分
で
あ
る
こ
と
が
吋
切
し

規
引
品
司
で
な
く
て
も
校
日
誌
の
明
党
に
使
用
汽
れ
る
こ
と
を
松
っ
た

:1:,!lht?; :;s '} z3, 'Sc 1.20〔5.9; 



"' 
場
企
に
h
愉
怖
い

um↓
い
対
象
と
な
る

1
1
T
h
I
y

ゴ
・
オ
i
ル
規
制
」
が
導
人
主
れ
I
い
る
。
こ
れ
は
ね
に
校
の
闇
市
場
心
存
布
が
別
ら
ん
J

北
国
家
行
為
体
に
よ
る
夜
間
連
初
悼
の
輪
山
宮
市
山
川
】
寸
る
必
史
が
認
識

3
れ
た
か
り
で
あ
る
f

、、
J

P

一

、l
d
r
』

i
－！

F

j

 

-" 
訓 J

Y
J
S
心
に
よ
る
輸
出
管
闘
に
問
、
ぷ
I
1

て
い
る
川

ゾ
ァ
ン
J

大
洗
却
は

川
口
四
年

月
の

m一
札
に
お
い
て
、
「
N
S
心

円
、
力
回
は
、
〕
一
よ
れ
実
用
規
模
で
な
鴨
川
T
の
没
締
ま
す
九
は
再
h
b
辺
泊
訟
を
企
1

）
て
い
な
い
M
回
に
対
L
亡
は
、
」
れ
つ
の
一
泊
設
や
枝
川
刊
の

H

札
供
を
一
犯
人
円
す
べ
き
で
あ
る
」

N
S
G
で
刊
誌
論
き
れ
て
い
る
が
、

ま
と
N
S
心
に
お

ま
z
v
J
A
U
主
は
述
式
v
o
れ
て
い
な
い
。

〆
」
阪
本
市
二

い
亡
、
追
加
議
定
吉
の
批
准
合
以
下
力
協
か
の
条
件
乙
吉
句
、
了
」
も
審
議
3
れ
と
い
る
が
、
ご
れ
も
ま
だ
台
芭
六
れ
て
い
は
い
。

。
。
六
庁
に
F
L
f
J

て
中
小
京
い
は
、

イ
ン
ド
と
の
原
子
か
協
力
を
排
進
J
0
2

る
ん
ヘ
め
に
、

包
情
的
町
山
内
昨
請
に
v
一
会
変
誌
？
て
、
な
J
J
i

〆
ト

J
D
T
N
S
G
ガ
イ
ド
↓
マ
イ
ン
適
用

' ＇~ 

' 
イ
シ
ド
へ
の
供
給
小
り
坊
！
な
る
よ
う
縦
き
か
円
一
に
い
る
n

ο 

拡
散
附
止
舟
想
（
ド

5
1

c
c
一午ぃ

14qに
y
fン
ー
十
へ
統
領
は
ド
！
ラ
ノ
＼
に
お
い
て
、

計
払
散
中
以
止
ず
る
た
め
の
♂

拡
散
功
止
梢
川
市
小
山
」
を
た
十
が
し
た
υ

と
れ
は
「
紘
敢
に
人
吋
「
る
安
ん
保
障
溝
怨
一

2
も
門
わ
れ
て
い
る
が
、
大
口
巨
磁
波
兵
怒
と
ミ
ぷ
り
イ
ル
お
よ
び
そ
れ
ら
の
問
泌
物
資
を
輸

語
、
与
、
い
る
疑
わ
し
い
船
舶
お
よ
び
悦
三
殺
に
対
し
て
臨
検
を
行
い
、
？
瑳
U
h
b
場
ム
円
に
は
そ
れ
ら
を
押
収
し
よ
よ
ー
と
す
る
y
Eり
て
あ
る
。

日
午
λ
月
の
コ
ア
グ
バ
、
i

イ
ノ
会
合
で
は
、
医
仁
原
則
宣
己
に
ん
口
出
叫
が
み
ら
れ
、
拡
於
MU4u凹
と
の
聞
で
た
言
一
仮
異
口
八
器
関
連
貨
物

を
輸
送
〕
て
い
る
疑
い
の
あ
る
白
岡
給
制
の
臨
検
や
什
以
、
自
国
組
凶
以
内
L
h
L
け
る
船
舶
お
よ
び
航
空
機
へ
の
臨
検
と
杯
以
h
a
y
在、

回
限
法
お
民
び
日
山
口
「
い
に
従
っ
て
し
晃
一
泊
す
る
こ
と
な
二
が
え
め
ら
れ
て
い
る
。
米
同
は
そ
の
後
、
パ
ナ
マ
、
ノ
ベ

J
ア、

マ
？
ン
ャ
ル

諮六局、

ベ
リ
？
ズ
、
ケ
円
ア
チ
ア
、
ヰ
プ
ロ
ス
／
一
育
成
給
協
定
を
約
慌
し
、
公
海
上
に
お
い
て
も
で
れ
ら
の
同
議
を
も
っ
加
舶
に
対
づ
る

臨
凡
問
、
州
以
け
権
利
一
を
ふ
f
法
的
に
行
使
で
き
る
士
つ
に
な
っ
ご
い
る
。
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同
止
（
口
一
川
採
択
の
－
後
、
陸
、
山
問
、
川
一
に
お
け
る
臨
枚
、
押
収
隠
ハ
バ
ー
と
川
上
さ
什
る
七
め
の
一
ム
似
が
妓
多
〈
実
施
さ
れ
て
お
り
、

一
い
同
午
一
心
月
い
は
、

i
ギ
が
土
H
M
J
1
る
海
よ
阻
止
刈
練

p
sーの古ー

ー
ム
・
サ
ム
フ
イ
リ
同
」
が
相
慌
湾
沖
で
実
施
さ
れ
丈
に

施
状
比
日
必
ず
、
丁
品
川
ム
J

か
で
は
た
し
が
、

て
レ
た
ド
イ

y
船
を
イ
タ
ワ
ア
ド
小
’
臨
検
証
J

、
笥
翰
u
聞
の
涼
心
分

ーノピ
F

に
F

川町げ

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
こ
れ
は
リ
ピ
一
の
大
量
絞
壊
兵
器
計
到

ム
専
の
同
市
場
の
む
I
L

に
も
ホ
ド
ハ
川
で
ふ
あ
っ
千
人
。

こ
れ
と
関
連
L
て、

二
C
fノカハリ

C
υ
に
は
、

海
洋
一
朗
行
心
安
全
二
刻
一
αJ
る
不
法
な
一
七
品
の
防
止
に
見
す
る
粂
約
、
S
U
A弐
心
不
宋

"' アトヘJ、

シ
ジ
ャ
ノ
ク

v
h
d宋
約
）
ー
が
改
正
き
れ
、
パ
量
殺
壊
兵
器
涛
述
物
質
の
輸
送
も
犯
罪
行
為
に
増
加
さ
れ
た

u
p
昂
ー
は
知
市
総

で
は
は
く
行
訟
で
あ
る
／
「
て
推
注
さ
れ
て
お
り
、

立
の
コ
ア
・
グ
ル
i
ゾ
の
メ
ン
ベ
を
中
心
に
、

J
A
C江
上
の
庄
の
ー
ベ
ム
刊
を
じ
れ

て
tん
υ

認
さ
れ
イ
ー
、
し

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

国
返
バ
及
川
以
思
決
議

立
也
、

1 

プ
ヴ
、
ン
ュ
十
九
）
統
ι目…は、

六
ノ
（
リ
一
ι
九
月
の
判
迫
総
会
で
の
治
説
口
お
よ
び

一
つ
り
同
h

一
月
の
不
批
散
に
悶
す
る
涜
況
に
一
向
い
て
、

人
量
破
壊
兵
器
の
f

小
川
か
「
除
の
に
め
り
凹
内
描
出
心
強
化
を
下
振
し
て
い
ん
一
ぷ
、
そ
れ
ら
を
呆
院
と
し
亡
、

τハ
川
（
ー
を
採
択
v
ご～し

同
尚
一
安
全
紙
湾
珂
事
会
は
、

こ
り
の
四
守
川

H
r
J主
会
一
致
マ
決
議

こ
の
決
議
は
、
一
夜
兵
市
街
、
化
J

只
志
、
片
初
丘
ハ
m山M
Kよ
び
そ
れ
ら
の
辺
被
手
段
の
拡
投
げ
が
＼
凹
ぷ
の
い
利
上
y

安
九
に
討
す
る
λ

哲
也
慨
を

体
主
計
ノ
5

1
1
i
 

国
連
小
宮
土
一
治
L

ぷ
川
心

P
で
行
政
ー
、
以
6

の戸
o
h

つ
f
hに
め
て
い
る
J

1]1 

化
学
兵
山
川
、

生
物
日
比
門
お
も
士
、
u
yて
れ
ら
の
も
…
搬

F
設
の
開
発
、

人
日
、

主

f
製
造
、

一げ持、

ず
べ
て
の
M
門は

は
使
川
市
z
f
与
や
す
Q

非
軍
一
試
行
為
体
に

い
か
な
る
支
援
も
与
え
な
ρ
こ
と
を
決
’
況

γγ
句
。

／一）
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J
j
＼

f
L
i
hノ
川
町
ふ
か

勺

J

U

－

－

v

非
国
家
行
為
体
が

の
活
動
を
行
う
、
ど
｝
J
b
と
禁
止
す
る
、
住
却
で
効
果
的
た
法
作
ψ

ナ
ペ
C
C
凹
が
採
択

l正

こ
の
決
議
幻
実
施
に
悶
L
て
安
似
謹
に
禄
ι汗
す
る
委
員
会
を
設

E
F，hv
」

ハ
カ
け
M7一
仁
最
初
の
誠
ι
μ
J
V
一
能
的

物持J
げJ
F右
該、

'.lix j、！KI)06 .3 25) ，泊三006 9 

執
戸
勺
J
1
る
二
と
を
決
定
寸
る

-" 
訓 J

',,I 

す
一
、
亡
の
川
内
は
、

ト
人
室
政
一
号
」
兵
器
山
一
必
散
防

ιの
わ
め
国
内
管
坦
を
確

v
L同
行
寸
る
こ
と
、
計
呈
包
担
制
茂
、

同
凶
招
待
迷
〉
、
法
執
じ
い
お
問
、
輸
出
川
竹
謹
を
作
去
し
維
持
ず
J

る
こ

γ
る
さ
つ
一
説
｛
ホ
に
川
奈
川
山

γ
る。

パ
忌
破
防
情
丘
（
川
市
ピ
叶
叶
一
連
ム
nJ
る
物
資
が
、
午
し
て
テ
ロ
リ
ス
ト
に
寂
る
こ
と
J
Y
防
止
1

ょ
う
と
す
る
こ
の
河
沖
～
安
仮
店
決
日
一
品
は
、
苫
際

平
和

yγ
古
九
十
に
付
す
る
脅
威
心
認
定
を
行
い
、
憲
予
約
三
干
の
ト
で
行
品
目
し
て
い
る
と
明
記
し
、
さ
う
に
本
文
を
一
氏
定

γ
る
」
こ
い

〉
つ
形
で
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ず
つ
、
5
高
速
加
盟
当
九
円
三
」
（
バ
決
議
の
い
汁
容
に
法
均
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
ご
れ
ら
を
寝

行
1
一
ぽ
レ
一
山
に
は
法
町
責
注
、
β
止
じ
る

hγrL」
意
味
し
C
い

r匂一

こ
の
よ
う
立
問
内
【
三
い
の
亙
宮
前
や
凶
約
一
拍
叩
臨
む
実
捻
乞
は
仰
に
義
務
つ
け
る
、
一
と
は
、
従
来
は
条
約
主
交
渉
し
、
採
択
し
、

h」

署
名
し
批
准

1
る
と
い
う
形
で
行
わ
わ
て
き
た
｝
し
か
し
、
を
の
k
う
立
や
り

h
は
時
間
が
か
日
る
し
、
条
約
が
作
成
さ
れ
た
と
し
日

も
署
名
や
批
准
を
行
わ
な
い
国
が
当
然
州
て
く
る
た
め
、
ぞ
れ
、
り
の
回
を
拘
？
引
す
る
こ
と
は
で
き
公
い
v

こ
の
決
議
心
掛
ひ
は
、
石
川
伸

即
日
で
の
ほ
択
に
よ
L

り
す
べ
て
の
固
な
拘
点
す
る
「
同
際
立
法
t

と
ん
d

っ
て
レ

（
リ
ハ
〉
凶
ギ
ハ
リ

H
に
ヨ
本
は
安
一
以
ゑ
へ
の
技
青
を
抗
山
）
て
お
り
、
7

州
一
年
間
の
期
限
さ
ム
託
宣
さ
れ
た
妥
員
会
け
、

（りリハー

午
四
月
に
女
似
哩
伏
議

一
ヘ
一
じ
の
採
択
に
一
0
1
j

、
さ
ら
に

ム
午
刊
の
仔
一
長
が
決
4

に
さ
れ
た
。



門
処
刑
Y
T川
刑
判
＼
心
制
限
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ル
ハ
ラ
タ
ィ
提
…
条

I
A
E
A
S一務日
d

伐
の
ご
ル
パ
フ
ダ
イ
は
、
二
口
一
（
U
一
一
年
一
一
リ
月
に
、
校
不
必
散
の
側
対
か
ら
、
ワ
一
P

ノ
／
濃
縮
お
よ
吋
使
い
い
川
済
人
ノ
燃

。
｛
阿
年
一
ヘ
月
に
は
、
後
胤
内
利
口
吋
イ
ク
ル
へ
の

γ
ルィブ一ブ一つ

料
再
処
法
に
対
ず
る
新
に
な
ア
フ
円
い
？
チ
が
必
袋
三
あ
る
い
）
王
張
し
、

ソ
ル
・
ア
ァ
ロ
｝
ヰ

M
N
A
）
を
提
案

ア
ロ
ン
ト
・
エ
ン
ド
と
パ
ッ
ク
・
」
シ
ド
に
マ
パ
イ
ブ
ラ
一
Y

フ
ル
な
仏
門
店
を
導
入
す
る
川

能
糾
問
を
主
張
し
た
u
y
J

一
心
長
礎
に
は
、
あ
る
Z
が
同
三
ウ
ラ
／
謀
総
や
再
処
市
川
を
尖
施
「
る
二
一
を
認
め
る
k
h
J
u
u

、
タ
タ
区
間
に
お

あ
る
。
い
て
、
み
る
い
は
i
A
E
A
や
加
え
℃
そ
れ
ら
を
実
施
・
管
坪

γ
る
方
が
、
校
不
拡
紋
の
側
古
川
か
ら
考
え
て
ん
v
f
ま
？
い
と
い
う
考
え
が

U
E
れ
は

の
一
戸
際
専
門
家
グ
ル
ブ
が
設
泊
さ
れ
、
そ
の
報
止
世
J
J
h－

C
ハノム升庁

一
つ
の
徒
一
案
z
r
r小、7
2
4
L
U

の
で
な
く
、
以
ト

rι
五
つ
の
ア
プ
口

l
千
九
牛
提
示
す
る
J
U

心

rーのつ

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

・
民
十
仔
む
十
日
業
中d
メ
丘
一
ズ
ム
ハ
ノ
強
化

－
I
A
E
A凡
mv
一
参
加
に
よ
る
国
際
的
叶
い
給
弘
北

－
班
十
仔
C
M
H誌
の
M
N
A
へ
の
わ
主
一
の
転
換
の
促
進

・
9

叶
況
υ
地
説
、
の
多
川
川
問
地
域
的
な
M
N
A
の
創
設

－t
o

り
強
ん
な
多
阿
附
攻
決
め
に
よ
る
桜
燃
料
17イ
ク
ル
の
問
先

コ
ル
パ
タ
ダ
イ
は
、
主
、
た
ど
り
け

F
年

U
川同l
い
ノ
フ
、
J

結
を
も
十
一
一
世
3

〆
て
い

ブ
ル
ト
ご
フ
ム
分
段
の
た
め
の
渋
司
的
な
施
設
の
ih咋
闘
の
花
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ゾ
ン
ュ
提
実

ブ
ノ
シ
ュ
大
統
領
は
、

り
の
一
川
守
L

月
の
演
説
に
お
い
亡
、
1

液
縮
・

の
い
芸
品

Jr燃
料
供
給
の
条
件
L
Y

し

日
刊

S
G
の
川

-" 
訓 J

〈
リ
ヴ
国
は
、

す二
J

よ
れ
機
応
v

て
い
る
プ
ル
ス
ケ
ル
の
濃
紺
お
よ
び
再
処
坦
掩
設
を
有
、
J

て
い
な
い
L
し

m
’作品る

M
L対
v

て
も
、
決
悩

お
工
び
門
処
遣
の
機
材
お
工
び
校
桁
の
8
1
却
を
牧
人
U

す
べ
き
仁
す
め
る
」
こ
↓
Jγ

提
案
し
た
〉
戸
～
の
従
来
は
、

。
。
凶
司
白
川
凡

0
4午
一
ハ
け
お
よ
び
ハ
ハ
一
ハ
介
ハ
汀
の
N
ぃ
n
G
総
ム
三
、
は
ん
U

告
を
絞
る
こ
と
が
で
き
ず
、

。
（
ソ
一
例
司
六
月

ccrl 

↑寸
J

】日ぉ、ヘベ
ν

。
。
ハ
可
U
E
I
ふ
ρ
h
B
什
ミ
J

ト
で
は
、
波
…
稲
川
「
お
よ
び
再
処
市
川
心
機
付
お
よ
び
技
怜
の
売
却
の
一
午
明
刊
の
そ
？

i
リ

ア
ム
が
合
意
さ
れ
て
い
4
0

本
医
は

グ

ノミ

jレ
1車

力
ノY

ン

プ

～心
N
I
n
r）
J
D
T

提
案
し
、
燃
料
供
給
サ
ー
ビ
ス
計
阿
を

（
｛
ノ
心
ハ
平
二
月
に
、

隊
二
ヲ
ヲ
h
u
f
と
が
そ
の
つ
り
村
と
な
、
J

ごい－

Y
1
そ
れ
は
、
先
滋
原
ノ
丁
力
技
術
守
山
内
有
「
る
一
到
々

一r燃
料
供
給
当

に
よ
り
す
ン

ソ

l
ン
F

ム

し
、
原
，
十
力
主
党
主
礼
用
に
の
ム
ノ
阿
川
市
門
ー
す
る
百
九
V

ミ
J
I
F
I
Sて
ず
は
h
ち
濃
統
お
よ
び
』
一
処
進
古
川
以
棄
す

る
国
々
に
対
し
、
燃
品
供
給
を
い
山
一
対
す
る
こ
l
L

に
よ
打
、
核
拡
散
の
危
敬
一
一
坊
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
立
あ
竺

(j 

G
8
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
i
ト
ナ
l

ノッ。フ

ゐ

（

U
の
一
計
i

六
月
の
じ
8
カ
J

ト
ノ
ス
キ
ス
・
サ
ミ
F

ト
い
お
い
亡
、
「
大
吉
絞
議
兵
器
お
t

兵
｛
物
試
の
拡
敢
に
対
す
る
G
x
u
ク
ロ
ャ

パ
ル
・
ハ
i

ト
ナ
i
ン
ソ
プ
」
が
介
意
さ
れ
た
こ
の
イ
一
シ
ア
ア
ィ
ブ
の
下
ご
、
不
拡
叫
μ
、
古
川
泊
、

叶
口
付
日
向
お
よ
び
原
L
j
ん
J

官
会

に
閑
ず
る
間
認
に
対
処
す
る
た
め
一
心
具
体
的
な
高
力
事
業
女
ま
ず
口
三
℃
実
施
す
る
f
と
と
1

〕
、
十
一
た
る
関
心
事
戊
と
し
て
、
退
役

原
了
力
治
水
慌
の
解
体
、
化
学
日
誌
の
餅
菜
、

複
分
裂
作
物
質
の
処
分
、
げ
ハ
持
科
学
お
の
伊
刷
用
計
l
v

列川
T
さ
れ
て
い
る
。

そ

σた
け
れ
に
け
資
金
潟
力
と
し
て
、
守
後
一

C
年
に
お
、
て
求
事
が
つ
ひ
億
ド
ル
て
の
他
の
「
ん
が

。
。
億
ド
ル
拠
出
す
る
h

一y
、

() 
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を
口
派
と
し

C
い
る
υ

こ
の
引
き
は
ふ
の
絞
の

G
S
斗
ノ
ミ
ッ
ト
で
も
強
刈
3
れ、

メ
ン
バ
ー
国
が
次
第
に
噌
加
し
て
い
る
ご
と
、
お
よ

び
開
扶
助
対
象
凹
乞
ロ
ン
ア
以
外
に
拡
大
し

E
い
勺
こ
と
に
よ
り
、

" ' 

」
の
よ
｝
つ
な
小
拡
散
の
協
力
体
制
は

ノL
}L 

立
ー
に
開
始
手
れ
ど
米
国
の
「
協
力
的
脅
威
削
減
（
（

T
R
）
刈
斉
に

tRJ険
極

J

仁一

T
R
は
、
大
量
引
い
叫
壊
兵
法
の
廃
来
、
そ
れ
に
伴
う
保
障
必

E
や
筏
約
一

的
に
中
天
航
さ
れ
、
多
く
の
h

以
来
を
さ
げ
て
き
た
j
t
の

州
民
間
設
佐
川
台
の
一
文
（
J

珂、

M
川
陀
刊
竹
r
’fい村、
h
h
J
タ
ヲ
の
設
軒
、
軍
民
転
拡
い
の
促
進
な
ど
を
行
う
て
き
た
J

日
本
主

九
九
一
一
午
以
来
、
日

ノ
述
罰
百
へ
の
非
核
化
協
力
を
み
施
7

一
九
九
人
年
四
万
に
は
低
レ
ベ
ル
間
体
放
恥
性
廃
棄
物
処
進
地
設
ー

h
，P
U
」
を
建
設
し

二
ひ
っ
沼
4
1
一
月
に
は
込
役
以
了
ハ
ベ
治
水
給
桝
体
ゾ
U

ン
J

ケ
ト

一
月
に
は
新
た

隻
解
体
L
、

の
門
店
l

v

、

、Jj
、jL
rlL｛一
r
t
h
H
B

に
J
4
隻
を
刻
家
？
ふ
る
新
に
な
解
体
事
業
に
間
一
ず
る
実
脳
取
仇
め
を
口
、
ン
ア

て
ー
、
る
。

7 

核
セ
L
tャ
ュ
リ
（
づ
ノ

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

（リハ）

9
 

っ〈ny 
qV 
2
 

ι十
一
月
の

I
A
E
A凡
周
辺
一
え
で
採
択

3
れ
た
核
セ
キ
～
リ
ア
ィ
の
行
仙
川
市
一
四
で
は
ぶ

f
の
八
つ
の
市
助
分
力
が
必
定
さ
れ
、
日
山wrt 

L2 
＼
 k
 

c
c
r午
九
月
の
同
時
多
発
↑
ア
汀
乞
契
機
と
し
て
、
核
テ
口
の
育
成
に
ヤ
4Fる
認
訣
が
噌
十
九

L
、
そ
れ
L

い
か
に
J

ム
凡
処
す
る
か
が

毛
要
な
議
出
m
と
な
っ

ま
り
す

I
A
E
A
は、

フ
口
ノ
ス

h
h
J
に
よ
η
核
物
支
や
日
以
射
殺
泥
の
田
山
市
が
恕
，
t
き
れ
る
品
口
減
と

L
て、

①
核
丘
（
明
滞
日
盗
収
、
②
盗
出
帆
さ
れ
た
校
均
三
釈
明
い
て
製
造
さ
れ
る
終
爆
発
民
置
、
③
仙
以
射
竹
中
JZω
発
散
袋
店
（
円
、

原
p
j力
腕
投
や
以
射
性
物
質
の
始
決
公
J
に
対
す
る
幼
宗
門
政
壊
行
為
の
凶
つ
に
分
類
下
ν
て
い
る

ヤ
一
コ
＋
i

一一
AZ
ベ
百
円
ソ
～
コ
五
セ
ト
ス
J
ア

刀
一
言
ヲ
h
（

f
ふ
木
1

7

さ
れ
て
い

1]1 

核
物
質
お
へ
ひ
原
，
七
ぺ
山
川
一
一
院
の
防
諜

12 

約
…
物
質
お
よ
び
池
の
校
専
作
物
質
を
八
日
心
思
ム
一
百
を
持
っ
た

rg時
の
探
知
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ミl

防
刊
物
円
誌
の
凶
内
JM4単
位
H
抑
制
皮
（
S
S
A
f
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後
初
民
以
外
の
放
射
性
物
質
の
市
J
T
J
j
テ
ィ

-" 
訓 J
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安
全
お
よ
び
セ
キ
一
リ
テ
ィ
に
関
連
す
る
孫
子
ん
施
設
の
脆

ω性
の
話
姉

I (ii 

血
古
告
を
ム
去
っ
た
し
為
、

あ
る
い
は
み
の
し
為
か
ら
派
生
す
る
脅
威
に
汁

T
q刈
応

I 庁、

白
際
潟
定
、
指
針
お
も
史
、
υ
札
制

ι口
の
え
持
お
ζ

び
版
行

lおl

休
刊
七
年
コ
リ
一
f

ィ
に
関

T
Gぷ
坐
お
よ
び
情
報
管
河

。
。
一
司
九
月
に
、

政
射
線
源
内
安
全
と
七
品
ユ
リ
一
ア
ィ
に
対
す
る
F

七
ァ
日
胤
議
t

や
承
認
し
、
そ
の
後
、
わ
一
一
部

－
A
五
九
は
、

規
範
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。

c
c
q可
五
月
、

地
球
規
枚
脅
威
引
減
イ
一
一
、
ン

γ
一
ア
ィ
ブ

米
況
は

じ
T
R
I
二
十
一
f
九
州
市
し
、
米
当
お
よ
ひ
ロ
シ

と
「
司
令
U

同
泌
総
ウ
ラ
ン
燃
料
、
β
、
フ
口
リ
ス
1

小
ゆ
と
の
イ
「
に
入
る
の
乞
防
止
す
る
ド
め
、
そ
れ
ら
士
米
同
お
よ
ひ
口
、
ン
ア

る
こ
と
乞
持
怨
し
、
川
口
十
九
月
の
本
露
会
合
に
お
い
て
、

ワ
シ
ア
起
源
（
山
♂
伎
市
凶
人

の
二

C

C
年
三
て
の
返
還
、
平
日
叫
漂
白

研
究
が
使
川
市
ヌ
ヂ
燃
料
の
二
心
一
九
」
い
ま
で
の
せ
一
ピ
実
治
す
る
い
と

核
テ
リ
防
止
条
約
に
悶
「
る
交
渉
は

一
九
九
じ
年
に
開
始
さ
れ
た
が
そ
の
依
存
却
し
、

二
ひ
っ
一
与
の
同
時
多
発
一
ア
汀
を
契
較
に

？
父
涼
は
促
進
さ
れ

条
約
け
こ
の
一
一
り
有
守
山
片
に
同
連
総
会
に
お
b
て
コ

〆
セ
ン
サ
ス
に
G
h
u

採
択
さ
れ
子
J

し
こ
の
条
約
は

行
為
が
豆
大
な
結
甲
子
乞
も
た
、
ヱ
ヲ
こ
と
、
凶
符
の
山
一
利
お
よ
び
安
全
い
対
ト
ヲ

一一と

pr叫一
J
叫山、
ι
芳
三
7

「刊一～
j
hリ
刀
山
川
い
い
ね

l
i
t
7
1

；

t
l
l
：
 

よ
＼
J

河
行
詰
の
び
疑
者
心
掛
氾
J
f
A
引
の
た
め
の
効
果
的
か
っ
i

子
、
ノ
し
川
悼
す
な
作
若
す
yし

r日
た
め
の
日
際
世
w力
を
的
化
す
ノ
る
ャ
一
J｝
J

V

一日片的

十
、
後
一
ワ
ロ
行
為
を
同
門
法
上
の
犯
X
Jて
三
也
、
」
こ
を
規
定
し
に
い
る
」

核
物
質
の
防
護
ピ
つ
い
て
は

ーん〕
L

〕ムド
f

川
以
米
I
A
E
A
か
勧
告
を
行
っ
て
お
れ
、
そ
れ
ば
現
在
ま
で
：
一

U
改
定
さ
れ
て
い
る
。
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札
八
I
L
’
い
に
捻
効
レ
L
L

「
核
物
質
防
護
条
約
は
、
核
物
質
の
凶
際
輸
、
店
げ
に
む
け
る
防
護
抗
区
山
悶
し
て
伝
的
な
お
務
J

七百日

L
C
い

令
｝守

、

任
問
の
同
門
に
伝
げ
る
以

T
N泌
動
い
つ
い
て
は
州
け
つ
規
定
し
て
レ
1
6

い
〉
ん
吋
仙
川
終
結
叫
伐
の
ゆ
ー
将
輸
事
件
の
尚
一
目
な
ど
J

三
月
宗

と
v
、
失
約
改
王
作
及
、
日
開
始
さ
れ

ハ〉（）

μ
h
q七
月
に
冬
、
約
の
改
正
が
コ

J
h
」
シ
サ
ス
に
一
て
り
採
択
手
れ
、
条
約
名
も
「
1

作
物
以

及
び
岡
山
子
hυ

山
川
訟
の
防
護
に
悶
了
る
条
約
に
は
り
ら
れ
行

3
d
iさ
れ
た
条
約
に
ぷ
る
乙
、
条
約
に
慕
づ
く
防
護
の
義
務
の
対
象
が
、

国
内
で
ヴ
和
的
日
的
の
た
め
に
健
胃
、
貯
蔵
お
日
山
び
輸
送
手
れ
て
い
る
校
物
質
お
け
び
M
V
7
4
力
抑
設
に
い
札
大
さ
れ
、
ま
と
核
物
質
お
よ

ひ
原
子
h
川
崎
設
に
吋
」
9
る
妨
害
被
曝
む
持
も
犯
罪
に
さ
れ
ぺ

五

核
不
拡
山
川
市
と
校
軍
総
一

x
p
f第
六
条
）

核
不
拡
散
条
約
お
！
ハ
条
は
、
核
軍
情
競
争
の
U
f
燃
の
怜

H
お
よ
び
μ
問
中
仙
の
縮
小
に
認
FJ
る
効
栄
子
J
d
措
置
に
つ
き
、
刊
は
守
人
PL
！父、川

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

一
ゲ
↓
行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
て
出
り
、
非
怜
兵
器
町
内
ω
将
来
に
わ
た
り
は
悦
兵
器
心
オ
ブ
ン
ヨ
〆

T
L
の
代
償
と
し
て

山
令
国
が
稿
料
的
L

取
り
矧
む
と
と
古
義
務
づ
け
て
い
る
核
軍
備
読
争
（
山
♂
U
ナ
悶
の
与
は
に
出
f
t
jる
の
は
、
笠
的
校
軍
備
一
一
川
争
の
停
止

と
し
て
は
彼
女
続
の
包
括
十
的
祭
け
で
み
り
、
民
的
核
軍
常
抗
予
の
停
止
と
し
て
は
、
一
一
に
お
治
核
分
裂
性
物
質
の
杢
所
存
！
日
で
？
？
。
c

N
P
T
の
加
期
限
目
一
試
を
決
定
し
た
一
九
？
北
り
つ
の

N
F
T一
円
検
出
・
位
討
会
議
勺
＼
ハ
，
ん
ソ
i
ジ
1
／
し
て
採
抗
き
れ
に
「
叫
収
不
ぽ

散
と
核
古
川
沿
の
原
則
J

い
い
し
阿
川
」
に
お
し
て
も
、
包
括
的
品
川
五
般
国

aι
条
約
を

九
九
一
ハ
午
汁
に
締
結
寸
る
こ
ヘ
お
よ
吋
円
ハ
器
い
」
パ
校
分

町
人
件
均
九
回
、
作
／
斤
い
か
止
手
約
mu
父
渉
を
即
時
に
開
始
し
、

V
朔
に
怖
私
寸
ノ
る
こ
と

て
い
る
v

枝
市
備
の
縮
小
に
つ
い
て
、
「
快

ム
拡
校
／
で
第
三
村
幻
山
川
ハ
則
と
日
間
川
」

内、＋」小、

後
丘
ハ
巾
け
を
山
界
的
に
削
減
す
る
た
め
の
程
織
的
で
漸
進
的
な
努
η
J
f
筏
只
協
同
が
決
意
を

も
一
っ
て
追
ぷ
づ
る
い

ぐ
か
ん
U

と
さ
れ
て
い
る
」

:1:,)(}(lt'?i日 ＇｝ 3: i '9' 1.20〔3.9; 



l 

包
括
的
絞
実
験
禁
止
条
約
（

C
T
臼

T
）

"' 
C
T
E
I
は
九
九
阿
介
ー
よ
り
軍
縮
ゑ
議
（
亡
ね
）
で
？
父
泌
が
開
始
さ
れ
、

九
九
ハ
守
i

九
月
い
凹
官
民
品
市
会
で
採
択
さ
れ
、
同
ギ

-" 
訓 J

。
月
に
署
名
の
た
め
開
放
さ
れ
た
戸
条
約
交
効
支
件
に
関
す
る
父
i
少
に
お
レ
て
、
イ
ン
ド
、
パ
ヰ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
一
一
え
な
ど
な
条
約

に
政
わ
！
ぬ
れ
、
必
裂
性
が
強
調
さ
れ
、
快
活
動
を
実
施
1

）
て
い
る
凶
削
カ
回
一
j

べ
て
の
批
准
が
条
約
交
効
に
必
裂
で
あ
る
乙
一
規
た
さ
れ
た
、
山
u

o
d
 

n
品

、）j
F
 、

以

そ
の
結
来
、
条
約
宮
名
尚
一
へ
り
介
が
川
町
過
す
る
が
、

い
ま
だ
に
条
約
は
託
効
し
て
い
な
い
〉

え
れ
約
の
党
伐
を
仰
に
M
H一
す
る
た
け
の
一
け
ム
ム
句
読
が
、

九
九
九
年

年

〈
＼
／
ノ
一
工
忙
T
！
守
口
均
一
口
、

二
C
C烹
A
1
九
口

〈じバ

。ハノ

μ
月

に
羽
山
位
さ
れ
、
未
署
名
7

ト
い
お
払
び
よ
れ
wv生
出
に
対
し
て
、

円い
j
b引にい者ムゲ口、
U

山
川
市
を
F

七
つ
よ
う
要
請

L
て
い
る
。
批
准
で
い
は
徐
？
に
増
加

し
て
い
る
が
、
粂
約
八
九
効
要
件
直
ν
」
し
て
指
定
汽
九
l
k
団
自
主
E
？
y
ち
、
現
存
て
同
カ
J3一が
1
h
，L止
し
と
い
ω
h
、

へ,_ 

准
Jtd治
ま
仕
て
し
な
い
状
似
で
あ
る
じ

よ
核
兵
器
出
力
γ
つ
ら
、
品
〈
［
九

フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
は
す
て
に
い
一
准
［
て
レ
る
が
、
山
本
百
万
よ
び
中
一
引
は
署
名
の
み
で
批
准
し
て
い

、

、

、

へ

、

z

j

J

B

1

ン
～

I
1
1
 

パ
キ
ス
タ
ノ
と
い
う
一
つ
心
事
実
（
山
♂
日
間
兵
早
川
に
つ
い
て
は
、

イ
ヌ
フ
ヱ
ル
は
者
ち
し
て
い
る
が

イ
ス
↓
ツ
プ
ル
、

批
准
し
て
お
ら
ず
、
イ
ン
k

と
ハ
キ
ス
タ
ン
は

γタ
も
し
て
い
白
い
む
北
朝
鮮
令
宮
各
も
し
て
い
弓
い
。

一
」
れ
ら
の
諸
国
が
関
わ
る
山
汁

点
、
市
ァ
、
J

ア
、
北
京
ア
ン
ア
ゼ
は
、
地
域
的
な
一
久
人
工
科
九
涼
や
か
は
斗
さ
れ
て
お
ら
ず
、
小
安
定
な
ふ
仇
い
い
仇
が
絞
い
て
お
り
、

C
T
B
T国

ー
コ
日
リ
基
J

こ
す
一
し
ま
じ
く

1
l
o
p－
f
i

；
：
く

地
ほ
の
不
正
一
止
な
状
に
に
け
刈
応
す
る
必
加
に
が
あ
る
v

っン
f
卜
と
イ
ラ
ン
ド
小
’
批
市
｝
J

て
い
な
い
の
は
イ

ス
ラ
一
一
ル
の
校
百
九
尽
に
対
抗
す
る
た
め
で
あ
る
イ
〆
ト
チ
ン
ア
と
コ
行
ン
ピ
p

は
ユ
れ
ほ
ど
大
さ
な
安
全
保
障
問
砲
を
均
え
て
い
る

沢
ど
は
ん
也
い
υ

C
T
B
T
の一以下
A

効
に
v壮
定
的
な
影
響
hυ
を
J
h

っ
て
い
る
の
は
ぷ
凶
で
あ
る
中
川
門
は
人
民
代
十
五
山
討
議
に
て
議
論
を
説
付
て
い
る
ζ
十

張ム
nJ
る
が
、

米一
4
の山
M
l
v
ん
を
待
つ
て
い
Q

の
で
あ
り
、

中小干
J

が
批
准
す
れ
ば
中
記
心
就
位
は
一
波
難
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
中
小
京
い
は
、

；：、：OGc 9' 
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北
札
』
片
山
院
が
じ
i
B
T
C
批
准

ι否
ピ
渋
定
し

プ
〆
シ
ふ
政
権
に
な
け
「
し
T
H
f
＼
心
反
対
を
別
時
三
友
明
し

小
刑
絞
丘
ハ
蒋

の
閑
《
ん
の
手
平
安
性
を
ハ
？
を
V

J

つ
つ
、
校
支
駄
を
実
施
す
る
丈
め
の
市
備
期
間
の
知
縮
の
た
め
に
予
算
主
計
1
7し
、
こ
れ
ま
で
一
年
か
か

る
と
考
え
ら
れ
C
き
た
準
備
刻
聞
な
一
八

ηvHに
短
縮
ず
る
方
山
間
三
平
市
山
ば
進
日
以
下
J
L
い
る
r

h

一円ソ？
T「
1

片山、

（

T
H
T
がパ古川門川
1
る
ん
｝
の
に
は
、
ネ
用
問
の
政
務
変
更
が
γ
ハ一口一欠
f

よ
め
り
、
次
回
が
批
社
ず
れ
ば
中
国
、
イ
〆
ド
不

ンマ、

コ
ロ
〆
ピ
｝
の
批
ん
一
は
続
い
一
L
起
こ
る
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
ド
、

f
ス
ヴ
ヱ
凡
、
パ
半
ス
タ
ペ
北
明
鮮
の
批
准
の
た
の
に
は
、

地
域
ι
一
日
以
虻
全
保
除
環
境
の
改
＃
門
会
hv
必
安
で
お
ろ
hn
が
、
本
庄
の
L
U
准
は
そ
の
滋
［
肢
に
も
有
品
川
辺
俄
き
を
な
ず
も
の
ζ

革
、
一
子
つ
れ
る
口

2 

口
片
山
山
川
市
終
分
裂
性
物
質
生
版
社
ボ
止
条
約
（
ド
M
C
T
一

F
M
C
I
に
却
す
る
交
芯
宇
純
一
配
す
る
一
」
と
に

度
合
志
し
と
レ
る
、
β
、
五
貸
出
入
会
人
雨
は
子
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
行

軍
総
会
訟
は

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

い
ね
ー
れ
て
レ
な
い

仁

i
日
T
？父
L
W
が
一
九
九
六
年
に
終
了
し
、
次
の
議
径
は
F
M
F
4
1
k
l
で
お
る
こ
と
に
は
大
々
の
一
致
か
見
ら
れ
て
い

市
納
会
議
て
引
き
絞
き
I
M
C
Tナ人法
uhN
柁
バ
ャ
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
問
Y
わ
き
向
て
い
た
が
、

実
際

r
は
／
人
法
は
れ
わ
れ
な

一一

J
1
、

千
一

J
一

T

ハ
ヘ
ノ
一
J

Jば

N

4

ヲ
ブ
／

冷
戦
が
終
結
し
、
U

取
凶
の
も
ョ
す
一
’
V
J川、以
L
、
本
メ
お
よ
び
本
露
の
問
で
戦
時
核
兵
芯
心
大
幅
な
削
減
が
実
施
さ
れ
ず
に
一
め
、
米
露
い

はへ
λ
刻
の
1
M

川
分
裂
性
物
患
が
存
存
す
る
こ
と
〉
な
り
、
仲
門
人
仏
も
そ
の
一
時
ハ
戦
ん
を
削
…
慨
す
ゐ
汁
で
、
校
分
裂
性
物
資
を
？
／
t
Tず
る
ぷ
支
出
J

な
く
な
り
、
こ
れ
ら
阿
守
国
は
土
曜
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
正
式
に
有
一

U
L
、
を
の
後
枝
分
裂
附
初
日
れ
を
仕
J

チ
げ
て
い
な
い
に
市
凹
は
ゆ
一
の

よ
う
な
百
円
を
戸
打
い
っ
て
い
な
い
が

一
般
的
に
は
バ
オ
監
を
停
ー
し
て
い
る
と
与
え
ら
れ
て
い
る
J

イ
／
ド
、
パ
キ
ス
夕
、
〆
は
ま
だ
岐
八
刀

引
目
件
物
質
合
牛
虚
し
続
け
て
い
る
い

ZJえ
ら
れ
て
い
る
つ

ン
ー
ネ
i
ブ
市
精
会
議
で
E
M
C
T
の
交
が
に
ム
三
日
で
き
な
い
最
大
の
述
由
は
他
日
開
通
と
の
リ
ン
ケ
シ
で
あ
る
n

本
一
よ
は
F
M

:1:,)(}(lt'?i日 ＇｝ 33i '9c 1.20〔3.9; 



"' 
じ
て
の
み
の
ー
父
沙
（
U
H
干
湖
開
始
を
、
主
張
し
て
い
る
の
に
い
刈
｛
二
三
主
と
し
て
中
凶
と
口
ン
ア
は
、
米
国
の
ド
山
で
（
り
ミ
キ
イ
ル
朴
川
市
悶

発
を
白
山
相
、
）
、

7
Mに
伝
げ
る
事
備
競
争
の
停
止

い
っ
レ
て
之
、
同
時
に
父
渉
を
対
め
る
こ
L
Y

を
工
張
、
J

て
い
る
－
他

P
A
R
－け

-" 
訓 J

方
、
非
同
開
請
同
は
、
核
軍
縮
に
関
す
る
父
泌
ま
た
は
協
議
お
よ
び
消
称
的
一
久
全
保
正
に
関
ふ
3
0交
法
士
同
時
ピ
閑
始
「
る
こ
と
を
、
一

校
、
て
い
る
J

求
M
門
は
逆
に
仙
の
い
か
な
る
問
返
乙
心
バ
ソ
シ
ル
ノ
7

ジ
に
も
反
対
し
て
い
る
七
め
、
交
沙
が
開
始
で
き
な
い
の
三
あ
る
」

も
う
一
つ
の
問
一
世
は
、
検
一
d
に
関
す
る
ー
も
の
で
あ
り
、
従
ら
れ
よ
り

F
M
C
丁
は
1

凶
際
的
に
か
つ
効
果
的
に
拾
い
迂
同
誌
な
条
約
を

作
成

γ
る
こ
ζ
？
y

J
パ
れ
て
い
た
が
、

「プ

A

：ri
つ
へ
央
』
土
下
h
d山

t
c
b
d

l
F
｛
r

c

f

一
F
f
y
j
r
p
l

」

d
l

検
証
の
な
い
条
約
を
交

。
ハ
ノ
パ
年
］
「
υ
に

中小一反は

J
r
n
J

ヘ
、
さ
ゃ
あ
る
と
い
下
張
I

つ
う
六
咋
丘
一
口
に
、
本
医
は
F
M
U
T
D
条
約
草
案
仕
箪
縦
「
会
議
に
持
不
L
ト
ハ
そ
れ
は
検
副
則
定
守
合
ま
な
い
も
の
と
あ
り
、

十
L

な
お
J

容
は
以
ト
心
持
一
り
で
忘
る
F

第
一
条
で
は
、
条
約
交
効
待
、
一
日
器
削
枝
分
裂
性
物
質
の
止
止
を
μ
一
市
止
し
、
作
信
一
さ
れ
た
核
分
裂
注
物
賢
官
兵
叫
に
涜
弔
す
る
一
一
3
Y
L

を
わ
止
す
る
h

と
が
い
店
定
予
れ
、
第

枝
分
間
点
性
物
d
H

依
分
裂
性
物
去
の
生
＃

の
ど
義
’
小
i

小
大
れ

条
約
九
ん
幼
以
前

／父

升応
仁

に
生
比
さ
れ
ん
J

一
怜
分
波
性
物
質
に
関
わ
る
活
到
は
含
ま
な
い
と
し
て
い
る
J

甘
い
五
読
む
が
な
い
に
め
、
条
約
義
務
の
履
行
流
促
［
段
し
ど

し
亡
、
第
一
条
は
、
凶
内
的
表
摘
出
区
、
円
同
（

U
F段
に

協
議
、
改
干
に
関
す
る
締
約
国
会
議
、
｛
久
保
用
で
の
審
議
と
い

ぇ
措
法
口
マ
」
ん
丙
ん
一
J
L

い
る

な
お
こ
の
条
約
の
党
効
条
件
は
、

c
y
B
ー
と
は
阿
久
な
れ
二
米
交
露
仏
d

の
五
ム
U
凶
の
批
准
で
党
効
ず
る
l
c

人々
3

て
い
る

J 

核
兵
器
の
削
減

冷
戦
終
結
後
、
戦
略
兵
芯
削
減
に
対
し
て
、
本
ソ
、
本
露
日
間
三
六
人
H
b
p椛
統
六
れ
、
第
次
災
時
丘
、
日
付
削
減
（
S
T
屯

R
I
I、
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条
約
一
で
人
び
第

に
h
uぺι
一
C
E
Hリえ

之
、
甲
田

1
3自
お
（

S
T
A
R
i
E） 
条
約
が
締
給
さ
れ
と
v

米
露
ふ
れ
ぞ
れ
の
戦
略
核
山
見
不
正
ハ

0
0
0に
削
減

ず
る
S
T
A
R
－
－
条
約
は
、
批
、
ハ
は
さ
れ

。
4
1
1
で
に
実
地
さ
れ
よ
7
h
v

戦
略
一
根
付
－

mb」一一円〉（
U
U
｛
一
一
斗
一
い
り
に
削
減
オ
る

S
T
A
R
I
R条
約
は
払
い
河
は
ベ
ヰ
叫
し
な
か
ぺ
た
v

フ
ソ
シ
ュ
政
治
叶

lr替
ト
v
ゥ一人後、

年
半
月
に
般
的
攻
撃
h
M
削
減

E
O
H
T
）
条
約
が
い
右
れ
手
れ
、

J
い
二
一
年
ぶ
ま
で

〔づ
〔〉

に
、
戦
時
係
弾
頭
を
じ
っ
つ
｝

（
じ
じ
に
削
成
す
る
こ

t
に
，
土
品
は
合
ー
工
予
〕

プ
ソ
ン
ム
政
棒
は
本
V4
は
条
約
作
成
に
反
対
で

あ
れ
、
米
↓
認
が
佐
切
に
削
減

γれ
ば
い
い
〆
｝
考
え
マ
、
い
に
こ
と
も
占
め
れ
J

、
条
約
は
き
わ
め
て
前
潔
な
J

も
の
で
、
検
証
規
定
も
ん
同
ま
れ
て

い
な
い
。
ま
に
削
減
プ
ロ
セ
ス
も
ま
っ
た
く
規
定
が
は
く
、
え
れ
約
の
川
尻
定
ず
る
け
に
そ
J
ま
で
削
削
減
さ
れ
て
ど
い
ば
い
、
と
J

、
つ
も
の

で
ふ
ぬ
る
。
戦
略
立
川
町
J

兵
認
の
内
訳
ν
」
し
て
、

5
T
A
R
T
諸
条
約
で
は
、

S
I
B
M、
爆
睦
了
間
悦
エ

I
C
H
M
、

、ニハ
l
v
7
t
 

と
の
条
釣
で
は
、
そ
れ
は
白
山
に
決
定
で
き
る
も
刀
と
規
定
さ
れ
、
川
円
、
b
D
規
制
も
な
い
〈

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

ま
た
S
T
孔

H
I
条
約
て
ぽ
、
削
減
さ
れ
た
核
明
治
に
対
y
Uす
る
巡
搬
千
設
が
実
際
に
破
暁
さ
れ
て

F
h
か

、
」
の
条
約
で
は
、
品
川

る
の
で
、
ぞ
れ
い
け
汀
「
況
世
間
が
必
安
で
あ
る
し
、
こ
の
条
約
は
り
一

年

月

ヨ

削
減

ず
きb

f~ 
zシ
;±: 
め
c 

~） 
七、

:1:,)(}(lt'?i日 ＇｝ 33, 出 1.20〔3.9; 

運
搬
子
段
に
つ
い
て
も
嬰
棄
「
る
ム
羽
海
は
な
く

将
来
初
び
実
的
内
記
備
公
れ
る
川
能
性
即
時
ぺ
っ
て
い
る

院
長
匂
こ

1
7
1
h
 

ぃ4
パ
山
訟
の
み
に
ら
ず

関
し
て
も
、
従
来
心
不
縮
問
法
条
約
と
比
較
L
て
、
格
段
に
条
件
が
緩
和
さ
れ
r

い
る
。
と
の
よ
う
に
、

一
」
の
糸
約
は
、
透
明
竹
、
不

可
逆
行
、
検
一
市
川
吋
能
N
U
と
い
っ
れ
ん
軍
縮
て
重
似
さ
れ
る
飢
出
を
す
べ

で
い
沿
い
も
の
で
あ
る
一

こ
の
失
約
の
検
一
百
一
は
、
宅
一
夫
上
S
T
A
R
－
－
条
約
の
，
似
一
一
止
に
依
存
〕
て
い
る
が
、

S
T
A
R
－
－
条
約
は
二
（
）
〈
1
7止
午
に
失
効
寸

条
約
は
そ
の

R
に
矢
対
す
る
ご
乙
に
な
っ
て
お
）
、
伶
継
の
長
約
を
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
父
渉

F
る
、
」
こ
が
必
裂
で
あ
る
J



"' 

新
た
な
校
不
拡
散
は
旧
世
心
『
汁
ぃ
義

~ 

／＼ 

-" 
訓 J

、
八
回
の

f
↑
ン
F

フ
ペ
／

校
以
拡
散
の
訊
域
に
お
い
て
ド
弔
に
つ
7

ダ
Y

シ
ツ
／
を
八
月
同
伴
し
て
き
ぺ
の
は
未
M
円
で
あ
り
、

ブ
ノ
シ
↑
政
格
は
岐
兵
器
の
示
拡
散
お
』
か
yJ
対
抗
拡
散
に

（づ

刊
の
刊
叫
吋
多
叫
ん
ι
ァ
ロ

を
山
路
み
ム
口
二
百
〆
て
、

し弘、府
J

的
に
行
政
L
、
さ
ま
さ
ま
な
い
お
EJV一
提
案

し、山＋か品川
L
て
い
っ

統
領プ
c) ' 

：主シ
説・＂ , 
vご政

あ.；~
り Cヲ
、十全
そ耳、
れ拡
は放
〆；.~. iこ
}'J 

りす

r；司恐
fj I誌
にを
わ.！1f
7こ明

c A 

宅〉 ι

の
J土

ハ
U
C
辺
守
二
月
の
辺
防
十
へ
字
ピ
お
け
る
／
ツ
シ
ム
大

I]• 

移
転
’
輸
詮
の
取
締
り
か
ら
、
拡
散
を
窪
め
る
不
サ

P
ワ
l
ク
の
制
点
を
同
情
、
L
、
物
資
を
村
山
札
令
J

凍
粘
い
り
る
な
ど
、
法
執
行

の
分
野
に
お
け
る
よ
い
直
開
放
散
は
行
動
へ
と
ド

S
I
b－
磁
化
・
拡
大
す
る
。

.. ,, 
安
川
埋
L

よ
る
W
M
D
不
拡
散
決
議
を
H1
急
に
吋
咋
択
し
、

W
M
D拡
散
と
一
犯
罪
れ
」

L
、
輸
出
包
理
jhγ

十
時
｛
格
化
し
、
河
い
い
担
山
口

の
関
連
物
質
の
防
護
を
強
化
す
る
よ
う
、
ケ
什
判
刊
に
国
内
ャ
訟
の
恐
慌
・
強
化
を
犯
す
。

•.:JI 

出
ソ
尚
一
諸
国
－
Y
L
R象
と

F
る
G
N
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

l
ト
J

ノ
l
、
ン
ヴ
プ
な
強
化
し
、
l
h
製
セ
イ
ツ
ク
や
り
ピ
ア
な
ど
他
心
同
い

る
ほ
大
す
る
、
池
の
諸
国
の
協
ん
も
支
a
一
閃
す
る

:41 

濃
縮
，
一
件
処
刑
一
の
い
民
棄
を
燃
料
供
給
の
条
件
に
〆
、

河一

Q
一
心
凶
ハ
〉
カ
阿
は
、

の
濃
縮
・
丙
処
刑
町
品
則
投

プ
ル
ス
ケ
マ
ー
ル

を
す
で
に
保
む
L
て
い
る
回
日
外
に
、
濃
縮
・
的
処
却
い
い
符
を
約
出
し
な
い
わ

l、

I 
主
E 
r主
の
；~ 
；義

弓そ

I i百
Aを
E 
屯：＇
i干干口
事干＇I
it ffj 
C) Jご：

d区、
i：.要
主主 な
i百機
す rt

c
c
i年
末
ま
で
に
、

「
ゐυ 

lら

k
m阿
川
泊
註
と
検
副
間
程
に
特
化
し
に
柏
別
委
員
、
以
中
、
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小
依
散
表
務
に
選
反
レ
ヒ
問
、
そ
の
一
副
査
2

乞
長
け
て
い
る
凶
の

I
A
E
A
m
yエ
車
工
古
に
お
け
る
権
限
む
停
止
ナ
る
、

こ
こ
で
の
提
案
が
、

与
の
ノ
依
寸
べ
て
4
＝
ー
’
つ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
し
、
？
、

大
部
分
は
こ
れ
を
契
慨
に
実
施
さ
れ
、

他
の
J
U
の
は
出
川

発
な
一
一
以
前
な
っ
き
起
こ
ぶ
し
い
る
戸

。
】

刻
ん
｝
仕
岐
T

川
村
仏
教
松
山
肖
ー
の
額
引
ζ

そ
の
詰
義

第

の

類

刊
f

は、

－
屯

E
A
W即
時
叶
置
追
加
読
定
寺
は
新
た
な
条
約
乙
し
て
か
川
加
に
ー
父
が

そ
り
抗
日
仰
が
条
約
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

き
れ
ず
お
り
、
品
収
セ
ャ
ー
リ
フ
ィ
に
対
す
る
絞
勺
ロ
条
約
お
よ
び
改
正
絞
物
質
防
護
え
れ
約
も
い
ぬ
こ
な
条
約
に
よ
る
不
拡
渋
川
口
也
で
あ
G
U

条
約
に
よ
る
不
拡
散
治
置
は
、
体
制
り
某
捻
と
は
勺
て
い
る
核
不
拡
散
条
約
が
と
っ
て
あ
る
よ
う
に
、
戸
市
民
J

の
司
一
向
h
Z
J川〕

hM4草
さ
れ

わ
も
の
で
あ
れ
、
そ
の
措
置
の
ん
は
法
常
や
汗
適
性
は
倍
保
汽
れ
て
い

た
だ
、
氾
川
一
一
叫
t
t主
い
へ
の
宮
名
令
状
世
主
促
進
す
る
た
訟
に
、

校ィ、引い青dド市！日祈7二L民可日とt心校五

メ
5
G
で
は
そ
れ
を
回
子
力
ー
わ
の
条
件
に
し
よ
う
と

9
 

に
1Mm 

る
、
条
約
が
作
成
さ
れ
て
も
者
名
L
h
a
し
い
凶
が
あ
る
、
失
約
の
締
約
囚
に
な
っ
し
も
隠
れ
去
と
し
て
矢
約
違
反
刊
一
助

yhyJ凹
が
あ
る
、
日ハ刀v

f
 

＼
 

川
M
仇

本
国
乞
中
山

L
y
y
ン
ー
政
権
の
、
土
叫

C
Fに
取
b
hし
て
き
た
新
た
と
不
説
川
被
知
情
は
、
実
効
明
日
ー
お
よ
ひ
則
ー
初
刊
を
最
優
先
す
る
L
f

と
も
に
米
刊
の
行
財
の
白
山
を
い
い
〈
確
保
す
る
日
」
と
や
一
青
山
岡
し
た
も
の
亡
お
b
v

の
よ
う
に
不
批
r取
引
置
や
条
約
作
成
と
い
う
［

段
で
定
行
す
る
、
ど
」
に
つ
い
て
は
、
条
約
作
成
（
U
交
渉
に
時
間
が
か
か
り
渦
ざ
る
、

条
約
の
作
成
予
は
反
対
凶
と
の
安
協
が
必
史
に
な

条
約
義
裕

Jrt丁
介
ャ
検
託
す
る
一
、
、
と
は
不
川
立
民
て
あ
る
、

2
い
っ
た
則
一
日
か
ら
、

ブ
ソ
ン
ュ
政
権
は
般
的
に
同
夜
条
約
へ
の
γ

燃
料
一
泌
を

表
明
し
f
L

い
る
、
で
の
云
ム
刊
に
は
、
米
日
は
条
約
を
給
ム
附
す
れ
ば
誠
実
に
支
施
ト
J

る
の
で
、
ぷ
臼
の
い
れ
叫
引
の
白
ヨ
が
判
制
約
さ
れ
る
ζ

い

つ
FJLえ
NJ立
の
司
令

第
一
に
、
法
的
利
一
揮
で
あ
る
が
条
約
引
は
ほ
け
れ
置
乙
し
て
、
安
が
述
決
ぷ
瓦
向
。
が
あ
る
口
こ
れ
は
司
述
Z
J
H
T
第
七
章
の
T

で



"' 
行
動
し
、
加
盟
岡
山
い
付
す
る
決
｛
疋
」
と
い
う
形
て
採
抗
手
れ
た
凶
連
安
保
川
一
決
議
で
あ
る
の
で
、
加
収
附
す
べ
て
を
は
的
に
拘
京
寸

る
も
の
と
仕
っ
て
い
る
そ
の
烹
味
三
条
約
い
岡
敬
す
る
、
も
の
と
な
っ
亡
レ
る
が
、
一
一
の
作
成
過
科
が
ま
っ
た
く
川
夫
人
同
枯
れ
ノ
、
夫
同
土
導

-" 
訓 J

の
下
に
知
期
間
一
J
L

す
べ
て
の
国
を
拘
尽
す
る
〉
い

条
約
で
あ
れ
ば
、
3

ふ
っ
と
時
間
市
’
か
か
っ
と
子
？
7
1

国
か
ら
の
一
一
京
協
J

モ
必
裂
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
条
約
に
ぶ
↓
人
し
日
い
日
j
t
存
4
L
L

行
だ
ろ
う
。
こ
の
程

E
ば
実
効
刊
お
よ
び
昨
効
性
の

側
新
か
ら
は
き
わ
め
て
福
山
れ
た
方
法
と
あ
る
υ

ー
ノ
か
し
、
ご
の
よ
う
な
臼
述
｛
久
保
述
の
法
的
杓
来
h
り
の
あ
る
渋
議
で
、
国
述
山
川
町
川
臼
に

d

況
の
庄
内
川
法
の

υ
込
山
」
／
一
表
お
づ
け
る
や
り
万
は
、

uj述
定
中
が
本
来
子
｛
4
1
戸
、
い
な
古
コ
U
J

よ
一
一
と
あ
り
、
そ
の
－
止
当
性
が
問
題
？

さ
れ
う
る
余
地
が
あ
る
U

』主

h
m宇
当
か
ん
八
百
ご
ざ
し
賛
成
L
、叩叩川市
r足
以
外
に
も
な
い
じ
九
十
↑
ホ
一
べ
る
機
会
が
設
け
ら

れ
に
の
三
、
そ
の
正
吋
性
は
h
v

は
り
z
め
る
〆
｝
し
て
も
、

w

の
万
v
人
β

般
に
討
引
ん
科
さ
れ
る
乙
刀
は
詩
論
の
あ
る
三
）
／
J

と
あ
る
n

第
一
一
幻
想
棋
は

に
米
川
）
と
考
え
を
同
じ
く
す
る
ぷ
週
間
の
段
、
パ
均
な
ん
U

B

を
草
川
必
，
L
判
織
と
1
て
核
不
拡
散
の
た

辺
諸
君

め
に
活
動
す
る
も
の
で
、
輸
出
管
坪
に
按
ず
る
原
子
力
供
給
苫
グ
ル
ー
プ

「

X
－
ち
り
が
そ
う
で
あ
る
U

こ
の
折
円
以
、
原
y

ナ
ん
先
進

国
U
U
M
同
党
冷
〕
伺
へ
の
原
了
万
輪
山
ピ
符
瑳
寸
る
y
b
k

い
ろ
も
d

立
的
九
五
川
同
一
回
が
め
り
、

開
発
途
A

白
か
ら
は
z
m
v
uド
当
件
に
だ
し
て
思
議

ペリ
H
円
hfl」
L
J
l
v
f
L
川
h

I

4

、

i
q
i
h
L一
2

2

1

1
！

制
皮
の
常
一
旬
性
と
い
う
澗
fE
か
ら
も
異
一
誌
が
山
さ
れ
て
い
る
L

ま
ー
に
、
波
稲
川
け
川
仇
布
団
技
術
り
輸
間
余
止
を
一
h
S
G

る
動
き
か
什
有
す
る
け
戸
、
こ
れ
は
正
々
差
別
的
で
あ
る
紋

小
拡
散
体
制
の
ど
、
淡
紛
・
一
件
処
起
の
前
さ
れ
る
川
内
ζ

許
さ
れ
ん
d

い
凹
1
ぐ
い
え
ノ
新
た
な
差
別
4
1
K
ヰ
入
ず
る
も
の

校
不
批
散

の
五
効
性
の
側
面
か
り
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
つ
れ
司
令
、
rご
ν

て
も
、
そ
の
一
倍
置
の

E
当一件一店社
H

適
性
に
悶
1

げ
て
疑
問
が
必
起
さ
れ
て
い

タ
〆，，

第
四
の
類
刑
は

辺
国
刊
の
政
治
的
仕
A
h斗
E
E

を
基
礎
に
組
総
乙
し
て
川
崎
v

、
不
拡
紋
の
た
め
に
協
川
判
的
に
prぃ
件
目
す
る
J

も
の
で
、

じ
日
グ

円
パ
ル
・
べ
i
l
f
L
j

シ
ノ
イ
か
↓
あ
っ
、
は
ま
る
n

ヤ
｝
の
場
合
は
校
効
位
い
ヲ
沼
、
と
援
品
川
同
州
リ
甲
山
の
両
者
小
参
加
す
る
G

8
で
浜
口
州
的
に

反
対
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行
わ
れ
て
お
り
、

k
－lげ
や
さ
別
が
バ
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